




















































































































































































































































〔B.国 際 共 同 観 測 〕
1ア イ ス ラ ン ドにお け る オー ロ ラ観 測



























































































3.刊 行 物 一 般 105

























5.所 務 日誌 117
1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は永田東大教授)が 南極に向
かって出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実 に発展 して
きた。その結果,南 極地域観測隊その他の極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,
日本学術会議その他の関係者から強 く指摘された。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設
置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組 されてき
た。 しかし,そ の規模の拡大 と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関としては国立科学博物館の附属機関として
の立場が必ずしも最適ではなくなったことや,大 学 との連携を強化することが望ましいこと等の理由のため,昭 和














国立極地研究所創設 ・研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設
置された。また,南 極の昭和基地が附属の観測施設 となった。




































企 画 調 整 官
管 理 部
事 業 部
〔庶 務 課 〕






















雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
一 ※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
※損 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部 門
※寒冷生物学第二研究部 門
※極 地設 営工 学研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門
デ ー タ 解 析 資 料 部 門
























合 計 1 1 7(6)11(6)16 26 14 35 111(12
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(6) 6(6) 12 1 25
資 料 系 1 5 4 3 13
図 書 室 2 2
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 35 49
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。
〈定員の変遷〉
訳 所 長 企 画調 整 官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術 系職 員 極地観測職 員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)





































































56 1 1 7(5) 110(5) 15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(10)








11(6) 15 26 16△1 31
108(10)








62 1 1 7(6) 11(6)
1
16
26 14△1 35 111(12)







年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,497
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,111,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
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(5)施 設
施 設 面 積











板 橋 地 区 配 置 図
区立加賀保育園
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ll　研 究 活 動
国立極地研究所の教官は客員教官も含めて,そ れぞれの専攻分野に応 じ,超高層物理研究グループ,気 水圏研究グ
ループ,地 学研究グループ,生 物学研究グループに分属 し,研 究に従事 している。極地設営工学は1客 員部門だけ
であるが,そ の重要性にかんがみ,客 員教官と隊長経験を有する教授 とでグループを構成 している。各研究グルー
プは前年度の研究実績の評価、将来計画を考慮 しながら,年 度ごとの研究計画の大綱を立案 し実行 に移 している。
教官は,そ れぞれ,独 自の研究課題を持っているが,所 内の教官,所 外の研究者と共同研究を行 うことによって,
研究を多面的に発展させることに努めている。
国立極地研究所として重点的に進める研究は,特 別共同研究として,所 内外の研究者の協力の下 に推進 される。




これらの研究の成果は,国 内外の学会,シ ンポジウムで発表され,そ の多 くは,論 文あるいは報告として,極 地
研究所発行の出版物や国内外の専門誌等に印刷,発 表されている。
〔A研 究〕
1.超 高 層 研 究 グル ー プ
(1)一 般研究
オ ー ロ ラ 粒 子 と オ ー ロ ラ 発 光 強 度 変 化 教 授 江 尻 全 機
第25次 南 極 地 域 観 測 隊 で 実 施 した観 測 ロ ケ ッ ト実 験 の 目的 の 一 つ は,オ ー ロ ラ を作 る粒子 のエ ネル ギー分布 とピ ッ
チ角 分 布 を明 らか に し,そ の対 応 す る オー ロ ラ発 光 の 強 度 及 び スペ ク トル を定 量 的 に測 定 し,関 連 す る電 離 層 電 子
密 度 分 布 及 び電 子 温 度 を求 め る こ と に あ っ た。 これ ま で,異 な っ た3つ の タ イ プ の オ ー ロ ラ　 (pre-break-up　 sta
ble　arc,　 break-up　 active　 auroral　 arc,　 post-break-up　 diffuse　 aurora)　 で測 定 さ れ た各 物 理 量 が ど の よ う
に な っ て い る か を明 らか に して き た。 特 に,ロ ケ ッ トに オ ー ロ ラTVカ メ ラ を搭 載 し,2次 元 の オ ー ロ ラ像 を撮 影
した の は,ロ ケ ッ ト(観 測 点)真 下 で は な く,観 測 点 よ り磁 力 線 方 向 の 発 光 強 度 の積 分 値 を得 る の が 目 的 で あ る。
実 際 得 ら れ た オ ー ロ ラTV画 面 で 見 る と,地 上 の 全 天 カ メ ラ(地 上 か ら視 線 方 向全 域 の積 分 値)で 見 て一 様 な オ ー
ロ ラ で も,強 度 の非 一 様 性 が 顕 著 に見 られ,地 上 全 天 カ メ ラで は粒 子 と発 光 強 度 との対 応 は つ け られ な い こ とが 明
らか に な っ た。 オ ー ロ ラTVのFOV(53° ×33°)内 に,ロ ケ ッ トを通 る磁 力 線 のFoot　 pointが 入 っ て い る時
間 の デ ー タ を用 い,オ ー ロ ラ発 光 強 度 と オ ー ロ ラ電 子 のエ ネ ル ギ ー分 布 の 関係 を上 記3つ の タ イ プ の オ ー ロ ラ に つ
い て研 究 を行 っ た。
共役点 におけるELF-VLF帯 自然電波発生 の長期変動 に関 する研究 助教授 佐藤夏雄
昭和基地 とアイスランドHusafellで 同時に観測された,　ELF-VLF帯 自然電波のディジタルデータ記録を用い
て,電 波の出現に関する統計的解析を行った。その結果,以 下のような顕著な季節変化,日 変化,　Kp依 存性が明
らかになった。
(1)750Hz帯 電波は昼頃に発生 ピークをもつが,春 ・秋分時期は昭和基地の方がアイスランドより2～3時 間早 く
出現する。出現の季節変化は共役点で同じであり,夏 期に最大で冬期に最小 となる。
(2)2kHz帯 電波は昭和基地では13時(MLT)頃 に,　Husafe11で は11時(MLT)頃 に出現 ピークがある。出現の季
節変化は昭和基地では750Hzの 特性 と同じで夏期に最大で冬期に最小 となるが,　Husafellで はこの季節変化が
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明らかでない。　Kpが4以 上の地磁気擾乱時に出現確率が高 くなる。
(3)4kHz帯 電波の発生は,　Husafellの 方がSyowaよ り極めて高い。
これらの結果より,　ELF-VLF帯 自然電波の受信頻度や強度は日照 と地磁気活動に大きく影響 を受 けているこ
とが明らかになった。
掃天型 リオメータによるCNAと オー ロラ発光領域 の比較 助教授 山岸久雄
1985年2月,南 極昭和基地に設置された掃天型 リオメータは,ビ ーム半値幅13度 のペンシルビームを磁気方位の
東西,南 北方向に掃天することにより,昭 和基地上空半径60km以 内の降下粒子の分布を銀河雑音電波吸収(CNA)
の空間変化として,空 間分解能10km,時 間分解能10秒 で求めることができる。本観測とオーロラ光学観測(掃 天
フォトメータ,全 天テレビカメラ)と の同時観測データを用い,　CNA領 域と,オ ーロラ発光形態の比較を行った。
その結果は以下の通 りである。
(1)オ ーロラが爆発的に拡大 してゆく前線　(poleward　 expanding　 buldge,　 westward　 travelling　surge)
では,明 るく,速 く動 くオーロラに追随 し,強 いCNAが 観測され,両 者の形態は殆ど一致する。
(2)上 記前線が通過 した後の空間領域では,オ ーロラ発光域 と,　CNA領 域は必ず しも一致 しない。
(3)夕 方側に現われる,動 きの静かなオーロラにはCNAが 伴わない。
(4)朝 方のパル七日ティングオーロラは,強 いCNAを 伴 う。
オーロラ発光は主 として数keVの 電子により起こされ,一 方CNAは 数10keV以 上の電子により効率 よく起こ
されることを考慮すると,上 記の異同は,磁 気圏内における,数keV帯 電子 と数10keV以 上の電子の生成領域の
差異を示すものと考えられる。
昭和基地全 天 カメラ及びNOAA衛 星粒子観測 デー タによ る夕方側 オー ロラオーバルの統計 的形態
助手 小野高幸 教授 平澤威男
夕方側のオーロラオーバルの構造について,我 々はこれまで単色光オーロラ画像解析やEXOS-C衛 星,　DMSP
衛星との同時観測データの解析による結果を報告してきた。これまでに,電 子,プ ロトンの降下域の差異,降 下粒
子とオーロラ発光との関連等について,証 紙な解析を比較的数の少ない例 を用いて行なったが,こ れらの結果の普
遍性を吟味するためには,統 計的な解析も併せて行なう必要がある。そこで,昭 和基地全天カメラ観測 と,　NOA
A衛 星粒子観測との同時観測側(100例)に ついて統計的な解析を行った。
1983年 及び1984年 における昭和基地全天カメラ観測(1983年151夜,及 び1984年141夜)の 視野内(300km以 内)
を通過するNOAA衛 星観測は100例 存在する。100例 の同時観測について全天カメラによるオーロラ画像と組み合
わせたサマリーフロット(第1図 参照)を 作成 し,昭 和基地で見られるオーロラの形態,電 子及びプロトンの粒子
降下域,並 びに同時観測時におけるKp指 数について各々分類 し,統 計的処理を行なった。
オーロラの形態の分類;オ ーロラの形態は大きくディフユーズオーロラとディスクリー トオーロラに分けられる。
初期解析では特に厳密な定義には依らず,全 天写真においてNOAA軌 道上に強いディスクリー トアークの存在す
るものをディスクリートオーロラ,そ の他をディフユーズオーロラと区別 した。
粒子降下域は:　0.01erg/cm2　 sr.secの エネルギーフラックスをしきい値 として,そ の高緯度並 びに低緯度境界
を決定 した。
全天カメラの観測条件及びNOAA衛 星の軌道条件により同時観測は次の4つ のMLT　 セクターに分けられる。
即ちi)約15時(2例),ii)17時～20時(31例),iii)22時 ～1時(58例)及 びiv)3時 ～4時(9例)で ある。夕
方のセクター(17時 ～20時)で ディスクリー トオーロラが出現するのは,Kp>3を 比較的活動度の高い場合 に限
られ,こ の時昭和基地は平均的にはオーロラオーバルの中心近 くに位置する事になる。また,デ ィフユーズオーロ
ラのみの場合,昭 和基地は電子の降下域 より低緯度側で,且 つプロ トンの降下域の低緯度境界のやや極側に位置す





研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
平 澤 威 男 国立極地研究所 ・教授 南極MAPデ ータの総合解析
(イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
袴 田 和 幸 中部大学(工)助 教授 太陽風の三次元構造と磁気嵐
松 本 治 弥 神戸大学(工)教 授 人口衛星生および地上観測データによるオーロラ粒子の解析
高 木 増 美 名古屋大学(空 電研)教 授 極域成層圏オゾンの精密測定の開発
永 野 宏 朝日大学(教 養)助 教授 磁気圏内におけるSCとPSC脈 動の特性
木 村 盤 根 京都大学(工)教 授 地上VLF電 波 を原因とする磁気圏VLF波 動一粒子相互作用の研究
橋 本 弘 蔵 東京電機大学(工)助 教授 地球磁気圏からの電磁放射に関する研究
飯 島 健 東京大学(理)助 教授 沿磁力線電流の研究に基づく磁気圏極冠の物理
松 本 紘 京都大学 ・助教授(超高層電波研究センター)
南極ロケットによるプラズマ波動粒子相互作用データの理論 ・
シュミレーション解析
金 田 栄 祐 東京大学(理)助 手 光子計数方式によるオーロラ及び夜間大気光単色撮像観測とその画像処理
小 川 俊 雄 高知大学(理)教 授 電場の総合的研究
大 家 寛 東北大学(理)教 授 EXOS-C南 極共同観測による極域電離層プラズマ とオーロラ活動の研究
相 京 和 弘 電波研究所 ・室長 ISIS衛 星テレメ トリーによる極域電離圏磁気圏構造及び電磁放射の研究
藤 原 玄 夫 九州大学(理)助 教授 中層大気波動のレーザーレーダーによる観測的研究
前 澤 潔 山形大学(理)教 授 CNA　 pulsationと そ の 関 連 現 像 の 共 役 性
桜 井 亨 東海大学(工)教 授 共役点観測データに基づくULF波 動の研究
斎 藤 尚 生 東北大学(理)助 教授 太陽風によるサブス トーム及びULF磁 波擾乱
小 玉 正 弘 山梨医科大学教授 オーロラX線 像の研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
長 野 勇 金沢大学(工)助 教授 VLF地 上多点観測データからダクトの大きさの推定
巻 田 和 男 拓殖大学(工)助 教授 閉 じた磁力線域と開いた磁力線域 とで見られるオーロラ及びその関連現象の比較
上 出 洋 介 京都産業大学(理)教 授 磁気圏一電離圏一熱圏カップリングと極地現象
早 川 正 土 名古屋大学(空 電研)助 教授衛星データに基づ く磁気圏VLF,　 ULF波 動の伝搬方向の解析
北 村 泰 一 九州大学(理)教 授 赤道ULFと 極域ULFの 本質的差異
麻 生 武 彦 京都大学(工)助 教授 オーロラ画像解析手法の研究
横 田 俊 昭 愛媛大学(教 養)助 教授 オーロラ分光測定器の開発研究
西 野 正 徳 名古屋大学(空 電研)助 手 伝搬方向測定による電離層内オーロラヒスの発生及び伝搬の解明
福 西 浩 東北大学(理)教 授
オ ー ロ ラ観 測 用 フ ァブ リー ペ ロー ドップ ラー イ メ ー ジ ン グシ ス
テ ム の 開発
角 村 悟 地磁気観測所 ・研究官 極光現象と地磁気擾乱 との関連についての研究
菊 地 崇 電波研究所 ・主任研究官 掃天型リオメータによる高エネルギー粒子降下の時間空間分布の研究
(3)科 学研究費補助金による研究
研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者
(海外学術研究)
グ リー ン ラ ン ド ・ア イ ス ラ ン ド ・ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン地域 に 平 澤 威 男 江 尻 全 機
おける極域電磁現象の特性 研究系 ・教授 山 岸 久 雄
小 野 高 幸
(一般研究B)
南北両半球データを用いたオーロラダイナミックス及び生 平 澤 威 男 江 尻 全 機
成機構の研究 研究系 ・教授 山 岸 久 雄





題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
単色光撮像システムによるオーロラ観測とデ 小 野 高 幸 南 極 資 料VOL32,No.1 '88.5
一タ処理 江 尻 全 機 38-76
平 澤 威 男
Temporal　 variation　 of　 the　 geomagneticOno.　 T Proceedinngs　 of
conjugacy　 in　 Syowa-Iceland　pair NAGATA　 46-57 '87.8
Conjugacy　 of　 electron　 auroras　 observedSato,　 N Proceedinngs　 of
'87
.8
by　 all-sky　 cameras　 and　 scannig　 photo一Saemundsson,T NAGATA　 58-71
moters.
Conjugacy　 of　 rapid　 motions　 andFujii,　 R Proceedinngs　 of '87.8
smal1-scale　 defermations　of　 discreteSato,　 N NAGATA　 72-80






Japanese　 MAP　 results　 in　 AntarcticaHirasawa,　 T Proceedinngs　 of
'87.8
NAGATA244-255
Measurement　of　 auroral　 magnetic　.field Tohyama,　 F Proceedinngs　 of　the
'88.2





Attitude　 cletermination　 of　the　 AntarcticTakahashi,　 T Proceedinngs　 of　 the
'88.2





Observation　 of　 electron　 density　 in　 theMori,　 H Proceedinngs　 of　 the
'88.2
auroral　 ionosphere-Results　of　 the Sagawa,　 E NIPR　 Symposium　 9-15




Height　 variations　 of　 auroral　 hissNagano,　 1 Proceedinngs　 of　 the
'88
.2






• 1.-16-1- • A.
Rocket observation of modulations of theSagawa, E Proceedings of the NIPR '88 . 2




Auroral X-ray images observed by Suzuki H Proceedings of the NIPR
'88
. 2








Auroral X-ray image formings using Kodama, M Proceedings of the NIPR
'88
. 2
three  clirectional  (T1) telescopes of Ohta, S Symposium 56-64










Dynamics of the mesospheric sodium Nomura, A Proceedings of the NIPR '88 . 2
layer in Antarctica: Lidar measurementsIwasaka, Y Symposium 75-83




Comparative analysis of electron density Mori H Proceedings of the NIPR '88 . 2
and electric field fluctuations in Sagawa, E Symposium  16-24
highly active auroras observed by aOgawa, Tadashi
sounding rocket  S-310JA-12: PrelimiraryOgawa, Toshio
vesults Yamagishi, H
Fukunish, H
Control of the ionospheric conductivitiesFujii, R J.G.R. 92 4505-4513 '87
on large-scale Birkeland current
intensities under geomagnetic quiet
conditions
Electric fields and electron precipitaionFujii, R J. G. R. 92 7733-7738 '87
during a sharp regative H perturbationOgawa, T
in the early evening sector Kodama, M
 -  12  -
1=1 • • 4EtA*Ti
Antarctic middle atmosphere observationsHirasawa, T Japanese Contributions
'87
to MAP, published by
Japanese MAP
Association 35-48
Eastward propagation of CNA pulsationsKikuchi, T G.R.L. 15 168-171
'87
of Pc5 range in the morning sector Yamagishi, H
observed with scanning narrow beamSato, N
riometer at  L=6.1.
Lidar observations of mesospheric sodiumNo ura, A G.R.L. 14 700-703
'87





Monochromatic auroral images observedOno, T J.G.G. 39 65-95
'87
at Syowa Station, in Antarctica Ejiri, M
Hirasawa, T
A case study of an active aurora Ono, T  J.G.G. 39 119-128
'87
observed by monochromatic auroral Ejiri, M
auroral TV on the ground and particleHirasawa, T
analyzers on board the EXOS-C satelliteKaya, N
Mukai, T
Proton auroras observed at theOno, T G.R.L. 14 660-663
'87
equatorward edge of the duskside auroralHirasawa, T
oval Meng,  C.I.
Stimulation of plasma waves in theOya, H J.G.G. 39 591-607
'87
magnetosphere using satellite JIKIKENOno, T
 (EXOS-B)  , Part  II :Plasma density across
the plasmapause
Narrow-banded ELF emissions over theSaito, H Planet. Space Sci. '87
southern polar region Sato, N 35, 745-752
Yoshino, T
Geomagnetic conjugacy of 30 KHz bandSato, N J.G.R. 92 6159-6162
'87
auroral hiss emissions observed at  L=6.1.Kokubun, S
Saemunelsson, Th




Reply to Fraser-Smith Sato, N G.R.L. 14 1180-1181
'87
Hirasawa, T
Seasonal and diurnal variations of ELFSuzuki, H J.G.R. 92 6153-6158
'87
emission occurrences at 750 Hz bandSato, N
observed at geomagnetically conjugate
stations
 -  13  -
Itti.W6L.W ibtA*)]
Conjugacies of pulsating auroras by allFujii, R G.R.L. 14 115-118
'87







Inithial results of scanning-beam riometerYamagishi, H Proceedings at  Chapmar '87
observed at Syowa Station: RelationshipKikuchi, T Conference on Plasma
between the size of absorption region andIkeda, S Waves and Instabilities
the intensity of ELF-VLF emissions onSato, N in Magnetospheres and
the ground at Comets, 230-233
ELF emission activity in the southern Sato, N Proceedings of Chapmar
'87




A conjugacy area study of giantTonegawa, Y Proceedings at Chapmar
'87




CNA pulsations accompanying Higuchi, Y Proceedings of  Chapmar
'87
hydromagnetic waves at conjugate Shibuya, S Conference on Plasma
stations Sato, N Waves and Instabilities
in Magnetospheres and
at Comets, 321-324
Eastward propagation of Pc 5 range Kikuchi, T Proceedings of Chapmar
'87
CNA pulsations in the morning sector:Yamagishi, H Conference on Plasma
Observation with scanning narrow beamS to, N Waves and Instabilities
riometer at  L  =6.1 in Magnetospheres and
at Comets, 325-328
Global mode ULF oscillations in the Kitamura, T Proceedings of  Chapmar
'87
equatorial region-The intrinsic Saka, 0 Conference on Plasma
difference of ULF modes between highShimoizumi, M Waves and Instabilities
and equatorial regions Tachihara, H in Magnetospheres and
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(イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
高緯度と赤道ULFの 本質的な違い(続)(高 緯北村泰一,坂 翁介 第81回 地球電磁気 ・地球惑 '87.4
度:横 波 モ ー ド,赤 道:縦 波 モ ー ド) 下泉政志,糸 長雅弘 星圏学会
小口 高,荒 木 徹
佐藤夏雄
掃 引 ビ ー ム リ オ メー ター に よ るCNA脈 動 の 菊池 崇,山 岸久雄 〃 〃
東西方向伝播の観測 27次南極観測隊宙空
グル ー プ
オー ロ ラ帯 にお け るELF-VLF放 射 の 日変 化,鈴木博之,佐 藤夏雄 〃 〃
季節変化、年変化特性と共役性 渋谷仙吉,前 澤 潔
昭 和 基 地 マ ルチ ビー ム リオ メー タ に よ り観 測 さ 山岸久雄,佐 藤夏雄 〃 ,,
れたCNAの 空間分布と関連現象 池田修一,菊 池 崇
高緯度Pi2型 脈動 桜井 亨,利 根川豊 〃 〃
佐藤夏雄
オーロラ粒子とオーロラ発光強度変化の解釈 江尻全機,小 口 高 〃 ,,
大気上端におけるオーロラ電子入射スペクトル 櫛田 健,江 尻全機 〃 〃
のロケット高度からの推定 大家 寛
オーロラダイナミックスと沿磁力線電流 福西 浩,遠 山文雄 〃 ll
藤井良一,山 岸久雄
小川俊雄




昭和基地全天カメラ及びNOAA衛 星粒子観測小野高幸,村 松弘和 〃 〃
データによる夕方側オーロラオーバルの統計的 平澤威男
形態
南極ロケットによる沿磁力線電流糸の観測 遠山文雄,高 橋隆男 It 〃
藤井良一,国 分 征
福西 浩,山 岸久雄
オーロラ高度における波動一粒子相互作用 森岡 昭,大 家 寛 〃 〃
一 南 極 ロ ケ ッ トJA-11,JA-12の 結 果 福西 浩,宮 岡 宏
小野高幸,山 岸久雄
小原隆博






題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
SCに 伴う諸現象 平澤威男 第81回 地球電磁気 ・地球惑
'87.4
星圏学会
指紋型Pcl脈 動の微細構造 と共役性 佐藤夏雄,平 澤威男 〃 〃
利根川豊,南 部充宏




Pi2の 磁気圏一地上3次 元伝搬 北村泰一,坂 翁介 lt 〃
古賀清一,下 泉政志
小口 高,荒 木 徹
佐藤夏雄,石 塚 睦
オ ス カ ー ・ベ リ ッ ッ
ULF-VLF　 emissionと 地 球磁 気 圏の圧 縮 ・膨 張平澤威男 〃 〃
北 向 きIMF時 のPolar　 cap　 Convectionの門倉 昭 〃 〃
IMF　 BXの 依存性
準周期的VLFエ ミッションと相関するオーロ鈴木裕武,山 岸久雄 〃 〃




昭和基地で観測されたSCに 伴うCNAに ついて永野 宏,荒 木 徹
家森俊彦,佐 藤夏雄
鮎川 勝
オーロラ電子フラックス変動成分のロケット観 佐川永一,山 岸久雄 〃 〃
測 宮岡 宏,賀 谷信幸
向井利典
DMSP衛 星 と昭和基地モノクロTVカ メラとの中島英彰,福 西 浩 〃 亨,
オーロラ同時観測 小野高幸,
フ ァブ リーペ ロ ー ・ド ップ ラ ー イ メ ー ジ ング シ 岡野章一,中 島英彰 〃 〃
ステムの開発 福西 浩 平澤威男
小野高幸
オーロラ電離層の電子密度分布－JARE25次 隊櫛田 健,高 橋忠利 II 〃
ロケット観測 と計算 との比較 江尻全機 大家 寛
オーロラ粒子 とオーロラ光のロケット観測結果 江尻全機 岡村 宏 〃 〃
小口 高,平 澤威男
芳野赴夫
SCに 伴 うCNAの 特性について 永野 宏,荒 木 徹 第11回極域における電離圏 '88.1
家森俊彦,佐 藤夏雄 磁気圏総合観測
鮎川 勝
SSCト リ ガー ドサ ブ ス トー ム 時 に掃 引 ビー ム リ菊池 崇,山 岸久雄 〃 〃
オメータで観測されたCNA
一16一
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
みずほ基地上空の電波オーロラと光オーロラの 小川忠彦,田 中高史 第11回極域における電離圏
'88.1
同時観測 山岸久雄 磁気圏総合観測
Kp-dependence　of　 the　 Cajugate　 Point　 of中島英彰,福 西 浩 り 〃
Syowa　 Station 小野高幸
北極大気球実験AZCO-EXWIで 観測されたX鈴木裕武,平 島 洋 tl 〃
線 マ イ ク ロバ ー ス トと関連 す るELFコ ー ラ ス山岸久雄,佐 藤夏雄
の地上多点観測 平 澤威 男,　S.Ulaland
ULF波 動のアイスランド内4点 同時観測速報 利根川豊,小 野高幸 〃 〃
山岸久雄,江 尻全機
オーロラ南北共役性の時間的変化 平澤威男,小 野高幸 tt 〃
南極昭和基地掃天リオメータにより観測された,山岸久雄,菊 池 崇 〃 tl
オー ロ ラ吸 収 と オー ロ ラ アー クの 相 互 関係 池田修一,芳 野赴夫
オーロラ ・極冠帯電離圏研究のための短波レー 小川忠彦,五 十嵐喜良 〃 〃
ダ実験計画 平澤威男,江 尻全機
藤井良一
南極におけるオーロラX線 観測計画 平島 洋,奥 平清昭 〃 〃
鈴木裕武,山 上隆正
小玉正弘
Aurora　 observed　 by　 the　 rocket　 experi一江尻全機 ,, 〃
ments(Review)
STEP　 Program　 in　 Antarctica 江尻全機 〃 〃
Pi2pulsationsobservedatAMPTE/CCE桜井 亨,国 分 征 tl Vt






極域 中層大気の温 度構 造 助手 神沢 博
北極と比較することで,南 極の中層大気の気候学的特徴 を浮き彫 りにし,何 故その違いが生ずるかを考察 した。
冬の南極と北極の温度の鉛直分布を比べて以下の事実を見出した。高度25km(下 部成層圏)で 比べると約23度 も
南極の方が低 く,高 度50kmに 出来る温度極大層(成 層圏界面)で は約17度 南極の方が高い。つまり,南 極は北極
に比べて下部成層圏低温、成層圏界面高温という特徴 を持つ。このような冬の気温の南極 と北極の違いはなぜ起こ
るのだろうか。ちなみに,オ ゾンの減少が著 しいことで最近注目されている南極の10月(春)の 温度分布 と北極の
4月(春)を 比べてみても,温 度の鉛直分布の違いは定性的に,冬 と同じである。
一般には地球大気のおおまかな温度分布は,第 一義的には入射太陽エネルギーと大気放射エネルギーのつり合う
いわゆる放射平衡で決定されている。プラネタリ一波あるいは重力波による熱輸送効果が,放 射平衡温度 と実際の
大気の温度の違いをもたらしていると考えられる。 しかしながら,こ れまでの研究を総合的に検討 した結果,ど ち
らの効果がどの高度でどのくらい効いているか,南 極 と北極で効果の効 き方がどう違うか,と いう問題に対 して,
現在我々はきちんとした答を持 っていない,と いうことがわかった。
雲水量評価 のための基礎研 究 助手 和田 誠
南極における気候変動 を明らかにする上で水蒸気,雲,降 水の挙動を把握することが必要である。 このために,
これらの量,特 に測定がむずかしい,雲 水量の変動を知ることは重要である。極地研には12GHZ,19,35GHZ,37
GHZの マイクロ波放射計があり,雲 水量,水 蒸気量を想定するのに有効 と考えられ,1986年 に極地研 の屋上で基
礎観測を行なった。この段階で測定の可能性がありと認められ,28次 隊から南極昭和基地で観測することとなった。
国内での観測結果をまとめる。
12GHZ放 射計:降 水を伴なわない雲ではほとんど放射輝度過度(Tb(K))は 変化 しない。
19GHZ,　 37GHZ　 放射計 ともかなり良い相関をもって,　Tbは 変化するが,雲 の性質によって変化傾向に違いが
ある。両波長の雲の粒径分布などへの寄与の違いを示 していると考えられる。
現在,固 体 としての水の量の測定のためのレーダーを29次 で南極へ持って行 く予定としている。マイクロ波放射
計,レ ーダーにより水蒸気量,雲 水量(液 体凝結水量),氷 水量(固 体凝固水量)の 気柱内曇の変動の観測の準備
中である。





二酸化炭素濃度の経年増加率が1987年 に異常に大 きくなる現象が見出された。これを解析 し同年に起こったエ
ルニーニョ現象との関連が見いだされた。また,振 幅は小さいものの,こ の経年変化にエルニーニョ現象とは結
びつかない2年 程度の周期性があることも明 らかになった。二酸化炭素濃度の季節変化振幅 も年毎に大小を繰 り




最近,気 候温暖化の要因の一つとして大気中のメタン濃度の上昇が注目されている。 しかし,そ の上昇の原因
はいまのところ全 くわかっていない。グローバルにみてメタンの観測を実施 しているところは少なく,現 在正確
一18一
なデータがおおいに求められている。そこで,地 球のバックグラウンド濃度を測定するのに最も適 した場所であ







しらせ氷河流域 の流動特性'助 教授 西尾文彦 ・客員教授 高橋修平
南極のしらせ氷河流域は,こ れまでの研究により,氷 厚の減少は,底 面すべ りなどと関連するこの付近の氷床の
力学的不安定性に起因することが明らかになった。1982年 から5ケ 年計画で行われた東クイーンモー ドランド雪氷
研究計画では,航 行衛星(NNSS)を 利用 し,流 域の多 くの地点で流動,氷 厚変動などの観測を行い,し らせ流域
の広域におよぶ流動特性が明らかになりつつある。
しらせ氷河の流線沿い400kmの 水平速度は,末 端から120kmのG2地 点で70m/年,420kmのG7地点で7m
/年 と,上 流側ほど減少する傾向が見られる。また,氷 厚の減少も,上 流側ほど小さくなる傾向があ り,少 なくと
も標高3000m以 下の白旗氷河の流域で氷床規模が小さくなっていることが明らかとなった。
北極 圏にお ける雪 氷 コアに よる気候 ・環境変動 スピッツベルゲンの調査
助教授 藤井理行,教 授 渡辺興亜
北極圏には,グ リーンランド,ス バルバール,エ ルズミアなどで大規模な氷床から小規模な氷河まで多様な氷河
が存在 し,南 極圏とは対照的な雪氷圏を構成 している。地球規模の気候 ・環境変動 との関連において,こ の両極の
雪氷圏が果たす役割は異なるが,北 極圏を考えても,多 様な氷床 ・氷河群は,多 様な気候システムに対応 した変動
特性を示すと予想される。このため,北 極圏における長期気候 ・環境変動を明 らかにし,そ の変動機構を研究する
ため,海 外学術調査を3回 計画で構想 した。その初年度 として,ノ ルウェー南部 とスピッツベルゲンでの雪氷コア
掘削を実施 し,そ れぞれ基盤に達する46.96m,85.6mの コアを得た。
みずほ700mコ アによ る過去9,000年 の気候変動 δ'80と固体微粒子の研究
助教授 藤井理行,教 授 渡辺興亜
みずほ基地で得られた700.56mコ アを用いて,過 去の気候 ・環境変動の研究を共同研究として進めている。 コ
アの酸素同位体組成(δ'80),電 気伝導度,固 体微粒子の解析から,過 去9,000年 の変動が明 らかになりつつあ
る。
過去の気温の指標となるδ180は,9,000～4,000年B.P.の 時期は,数100年 周期で温暖 ・寒冷を繰 り返 し,4,000
～1,500年B.P.に は寒冷であったことを示している。中緯度乾燥地域 を発源地とすると思われる固体微粒子(直
径0.63μm以 上)の 濃度は,寒 冷期に高く,南 極の寒冷期には,低 気圧活動が活発で南極域への物質輸送が活発
であったこと,中 緯度地域の乾燥化が進んでいたことなどを示唆 している。
無人気象雪 氷観測測器 の開発 と観測 客員助教授 遠藤辰雄,教 授 川口貞男
ACR計 画では広域無人気象観測の展開をもって,日 本の南極域で気候学的な大気の年々変動や地球気候値等を
明らかにしようとしている。　ARGOSシ ステムを利用 した無人観測他各種の測器による観測が進め られているが,
今回C-MOS型 データロガーを用い,S18地 点で通年観測を行なったので,そ の測器と結果の概要を述べる。
システムは静電気の影響をさけるための尖端放電用アンテナ,日 射計,風 速計,風 向計アルミ円筒シール ド付気




を調べる予定である。日射,気 温,雪 温,風 速,気 圧については,か なりリーズナブルな変化を示 している。風向
は今回16方 位であったがNE風 がかなり卓越 してお り,細 か く32方位にする必要がある。また電圧は,雪 温の変化





研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
平 澤 威 男 国立極地研究所 ・教授 南極MAPデ ータの総合解析
渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 東クイーンモー ドランド氷床の雪氷学的研究
(イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
巻 出 義 紘 東京大学(理)助 教授 大気中メタンの分布 と変動
岩 坂 泰 信 名古屋大学(水 圏研)助 教授ライダーを用いた雲水蒸気量の測定
金 森 悟 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床中における極微量成分の分布
佐 藤 和 秀 長岡工業高等専門学校助教授 東 クイーンモー ドランド氷床の酒養機構の地域特性
西 辻 昭 北海道大学(応 電研)助 教授氷 床 中 の 阻 石探 査 レー ダの設 計 とエ コー特 性 の シ ュ ミ レー シ ョ
ン
古 賀 眞 綱 日本気象協会研究所 ・研究員 リモー トセンシングによる昭和基地北方海域の海況解析
小 山 睦 夫 京都大学(原 子炉)助 教授 南極飛雪氷床中の微量化学成分と環境変動
成 田 英 器 北海道(低 温研)助 手 東クイーンモー ドランドの積雪の地域的変態特性
青 田 昌 秋 北海道大学(低 温研)教 授 海氷の厚さ及び内部構造の遠隔測定技術の検証
岡 本 謙 一 電波研究所 ・室長 南極における雪氷の電波工学一 電波による海氷状況のリモートセンシングー
渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 東クイーンモードランドにおける広域降水量分布 とその変動に
関する研究
前 晋 爾 北海道大学(工)教 授 南極氷床の高度変動の研究
前 野 紀 一 北海道大学(低 温研)教 授 氷床コアの電気物性と熱物性の研究
安 達 隆 史 日本気象協会研究所 ・部長 南極地域における大気境界層の研究
松 本 正 北海道工業大学長 極域及び積雪寒冷地域におけるマイクロ波センシングの基礎的研究
樋 口 敬 二 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床の表面温度に関する研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
武 田 喬 男 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極沿岸部の水循環の変動の研究
上 田 豊 名古屋大学(水 圏研)助 教授南極地域内陸部氷床のかん養 ・堆積過程に関する研究
安 成 哲 三 筑波大学(地 球科学)講 師 南極域の大気循環の変動に関する研究
川 口 貞 男 国立極地研究所 ・教授 各種衛星データを利用 した表面温度,雲,海 氷のモニタリング手法の研究
山 下 晃 大阪教育大学教授 極地に降る雪結晶の観測及びその成長機構の研究
小 野 延 雄 北海道大学(低 温研)教 授 沿岸ポリニア海域における大気一海氷一海洋相互作用の研究
若 土 正 暁 北海道大学(低 温研)助 教授南極海域に於ける深層循環 と熱 ・塩の南北輸送
木 村 忠 志 国立防災科学技術センター支所長
コア密度分布の非破壊測定及び装置保温方法の研究
(3)科 学研究費補助金による研究
研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者
(海外学術研究)
北極圏における雪氷 コアによる比較氷河観測 川 口 貞 男 藤 井 理 行
資料系 ・教授
(一般研究B)
極域の氷床 ・氷河の堆積年代に関する研究 藤 井 理 行 川 口 貞 男
研究系 ・助教授 渡 辺 興 亜
西 尾 文 彦
和 田 誠
神 沢 博
青 木 周 司
(一般研究)





題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
海氷上積雪および飛雪に含まれる海塩 長田和雄,西 尾文彦 南 極 資 料Vol.32,No.1, '88.3
樋口敬二 17-24
Glaciological　 and　 Chemical　 Characteris一Kamiyama,　 K 南 極 資 料Vol.31,No.3,
'87
.11
tics　 of　 Snow　 in　 the　 Inland　 Plateau,　 EastAg ta Y 163-170
Queen　 Maud　 Land,　 Antarctica Okuhira,　 F
Fujii,　 Y
Watanabe,　 O
Outlines　 of　 the　 Japanese　 Arctic　 Glacio1一Watanabe　 O Bulletin　 of　 Glacier
'88
ogical　 Expedition　 in　 1987 Fujii　 Y Research6(1988)47-50
Preliminary　 report　 on　 the　contaminationK namor ,　 S Proceedings　 of　the　NIPR
'87.9
control　 for　chemical　 analyses　 of　AntarcticKanamori,　 N Symposium　 on　 Polar
ice　 samples Osada,　 K Meteorology　 and




Atmospheric　 carbon　 dioxide　 concentra一Murayama　 H 〃 〃
tion　 at　 Syowa　 Station　 (69°　00'S,　 39°Tanaka　 M 148,149





Deterrnination　 of　 sea　 ice　 concentrationYamanouchi　 T 〃 〃
from　 AVHRR　 visible　 and　 near　 infraredSuzuki　 K 153-154
imagery　 (abstract)
第29次南極地域観測隊の計画 渡辺興亜 極 地23-28 '87
南極における氷床掘削とサンプルの年代決定 渡辺興亜,西 尾文彦 地 質 と調 査2,38-43 〃
気象ロケットによる観測 神沢 博 第1回 大気圏シンポジウム 〃
プ ロ シ ー デ イ ング ス
(宇 宙 研),16
南極魔性和吉における重力波 一気象ロケット 神沢 博 第1回 大気圏シンポジウム '86.9.
連続発射実験速報一 プ ロ シ ー デ ィ ング ス,
133-135
夜光雲(極 地豆事典) 神沢 博 極 地 研 ニ ュ ー ス,No77,10 '87
ワシントン大学での2ケ 月 神沢 博 極 地 研 ニ ュ ー ス,No82, '87.4
2-3
一23一
IJ itfA • '6' • A 5M*11
M-t-I*Itqfft%,LI)JiMz-rAtZi'l MEW? — EB A, cR t4 34, No.10, 611-614
'87
f/ a •7 '10)*M
New types of sphrules from Antarctica:Tazawa, Y Gophys. Res.  Lett.  ,14
Meteoritic impact origin ? Fujii Y
Formation mechanisms of clouds in highWada. M J. Meteor. Soc. Japan,
pressur situations in the coastal region 65, 483-495
of Antarctica
=7"  -f  1 NOE-0)01 .116fIl*ii-C'oACIfl MI 'A,  1*{P, 34, 25-33
Comparison of the surface conditions ofFujii, Y Ann. Glaciol., 9, 1-4
the inland ice sheet, Dronning Maud Yamanouchi, T
Land, Antarctica, derived from NOAASuzuki, K
AVHRF data with ground observation. Tanaka, S
Variation of atmospheric carbon dioxideTanaka. M, Tellus, 39B, 72-79
concentration at Syowa Station (69  ° 00'Nakazawa, T,






Detection on Clouds in Antarctica fromYamanouchi, T J. meteorol Soc. Japan,
Infrared Multispectral Data of AVHRR.Suzuki, K 65, 949-962
Kawaguchi, S
Development of UHF band step frequencyMineno, H Rev. Radio Res. Lab.,




Evidence for the presence of submicronYamato, M Proc. NIPR Symp.
sulfuric acid particles in summer Antar-Iwasaka, Y Polar Meteorol.




Conrrelation of tephra layers in AntarcticFukuoka, T Bull. Volcanol. Soc.
ice by trace element abumdances andArai, F Japan, Ser. 2, 32,
refractive indices of glass shards Nishio, F. 103-118
Time and space variations of troposp-Tanaka, M Tellus 39B, 3-12
heric carbon dioxide over Japan Nakazawa, T
Aoki, S.
Seasonal and meridional variations ofTanaka, M Tellus 39B, 29-41
atmospheric carbon dioxide in the lowerNakazawa, T
troposphere of the northern and southernAoki, S
hemispheres
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
Temporal　 variations　 of　 atmosphericTanaka　 M J.　Meteoro1.　 Soc.　 Japan
'87
carbon　 dioxide　 at　 Okinawa,　 JapanNakazawa　 T 65,279-285
Ohshima　 H
Aoki　 s.
二酸化炭素の計測の手法と結果 田中正之,中 澤高清 気 象 研 究 ノ ー ト160,1-16 〃
青木周司
大気中の二酸化炭素濃度の時空間変動特性 田中正之,中 澤高清 気 象 研 究 ノ ー ト160,23-46 ,,
青木周司
極域中層大気の気候学。 神沢 博 第2回 大気圏シンポジウム
'88
プ ロ シ ー デ イ ング ス
(1988年1月12-14日,宇 宙 研)
8-9.
「南極の科学3気 象」 川口貞男 ・ 神沢 博 古 今 書 院,東 京,334p. 〃
Studies　 of　 middle　 atmosphere　 dynamicsYamanaka,　 M.DProc.　 NIPR　 Symp. tt
under　 the　 polar　 patrol　 balloon　 (PPB)Yamazaki,　 K UpPer　 Atmos.　 Phys.
project:Present　status　 and　 future　 plans.Kanzawa,　 H. No.1,65-74.













題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月







観測 牧野行雄,村 松久史 〃 〃
田中正之,小 川利紘
川口貞男,山 内 恭
対流圏上部及び成層圏下部における二酸化炭素 中沢高清,宮 下孝治 〃 〃
の広域変動特性 青木周司,田 中正之
衛星NOAAのTOVSに よる南極域の水蒸気量の清水正修,山 内 恭 〃 〃
算出 川口貞男,芳 野赴夫
南極昭和基地における赤外分光法による微量成 深堀正志,牧 野行雄 〃
'87.10
分観測(序 報) 塩原匡貴,田 中正之
川口貞男,山 内 恭
ステップ周波数レーダによる海氷厚計測実験 浦塚清峰,西 尾文彦 第10回 極域気水圏シンポジ '87.12
岡本謙一,峯 野仁志 ウ ム
ク イー ン ・モ ー ドラ ン ド最 高 ドー ム 周辺 の雪 氷 上田 豊,藤 井理行 〃 〃
学的様相 神山孝吉,奥 平文雄
しらせ氷河源流域の流動特性 西尾文彦,前 晋爾 〃 〃
中尾正義,高 橋修平
川田邦夫,大 前宏和
減衰を考慮した氷床底面の基盤反射強度と氷床 大前宏和,西 尾文彦 〃 〃
不安定性にっいて, 浦塚清峰,長 田和雄
重力およびレーダーエコーによる氷床の厚さ測 H.　 Decleir,西 尾 文彦 〃 〃
定の比較 大前宏和
(Comparison　 of　 thickness　 between　 radio
echo　 sounding　 and　 gravimetric　 method
1n　 Gjellbreen　 ln　 the　 Sor　 Rondane
Mountains.)
氷床中の限石探査 レーダーの設計とエコー特性 星山満雄,西 辻 昭 〃 It
の シ ュ ミ レー シ ョ ン(3) 西尾文彦,渡 辺興亜
和田 誠








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ス ピ ッツベ ル ゲ ン,オ ス ゴ ル ド氷 河 で 掘 削 した 亀田貴雄,河 村俊行 第10回 極域気水圏シンポジ '87.12
コアの気泡形状 とその分布 藤井理行,榎 本宏之 ジ ウ ム
み ず ほ700mコ ア の構 造 特 性 －Byrd　 St.コ ア,成田英器,中 尾正義 〃 〃
及 びDye-mコ ア等 と の比 較 一 東 信彦,藤 井理行
みずほ700mコ アの微小固体粒子濃度,電 気伝導藤井理行,渡 辺興亜 ,, 〃
度とその気候学的解釈
南極みずほ基地の700m掘 削孔における温度分布奥平文雄,西 尾文彦 〃 〃
池上宏一
みずほ基地周辺の鉛直歪とコアの年代 中尾正義,奥 平文雄 〃 〃
西尾文彦,大 前宏和




氷床中火山灰の年代決定について一やまと陽石 福岡孝昭,西 尾文彦 り ,.
氷原火山灰層一




みずほ高原における飛雪の化学成分 長田和雄,大 前宏和 〃 〃
西尾文彦,樋 口敬二
金森 悟
南極内陸部における積雪の化学的特性 神山孝吉,藤 井理行 〃 〃
γ線を利用 した自動積雪密度測定システム 村山 実,木 村忠志 〃 〃
渡辺興亜,藤 井理行
西尾文彦,和 田 誠
東クイーンモードランド氷床下の基盤地形(nl)西尾文彦,大 前宏和 〃 〃
浦塚清峰,前 晋爾
航空機搭載電波氷厚計による南極氷床パラメー 浦塚清峰,西 尾文彦 〃 〃
タの推定 大前宏和
ア イ ス レー ダ ・エ コー の 解 析(IV) 西辻 昭,星 山満雄 〃 〃
渡辺興亜,西 尾文彦,
和田誠
表 層 積 雪 のChemical　 Stratigraphy西尾文彦,長 田和雄 〃 〃
樋口敬二
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
ス ピ ッ ツベ ルゲ ン と ノ ル ウ ェ ーで の 氷 河 掘 削 と 藤井理行,渡 辺興亜 第10回 極域気水圏のシンポ '87.12






ス ピ ッツベ ル ゲ ンAsgardfonna氷 河 上 の 気 象佐藤和秀,和 泉 薫 〃 〃
観測 榎本浩之,藤 井理行
川口貞男
南極大気中のサルフェイ ト粒子の分子状態の通 大和政彦,岩 坂泰信 〃 tt
念観測 銭 公望,小 野 晃
西尾文彦,深 堀正志
岡田菊夫
南極における大気微量成分濃度の測定－IV 広田道夫,深 堀正志 〃 ,■
山内 恭,牧 野行雄
ライダーによる極域成層圏上部の温度分布観測 野村彰夫,神 沢 博 〃 〃
鹿野哲生
南極中層大気の気候学 神沢 博 〃 〃
南極観測船"し らぜ による洋上エアロゾルサ 西川雅高,溝 口次夫 〃 〃
ンプリングの検討 金森 悟,金 森暢子
青木周司
昭和基地における大気微量成分の赤外分光測定 深堀正志,牧 野行雄 ,, 〃
田中正之,川 口貞男
山内 恭
陸地から隔たった洋上のサルフェイト粒子の分 大和政彦,岩 坂泰信 tt 1)
子状態一特に南半球に着目して一 銭 公望,小 野 晃
山内 恭
南極海域におけるエアロゾル態メタンスルホン 古賀聖治,小 野 晃 奪1 〃
酸 岩坂泰信,山 内 恭
川口貞男
みずほ基地周辺の基盤地形,表 面地形 と氷床流 大前宏和,西 尾文彦 日本雪氷学会 '87.10
動 浦塚清峰,長 田和雄
森 一彦
東クイーンモー ドランド氷床下の基盤地形 西尾文彦,浦 塚清峰 〃 亨■
(序報) 大前宏和,長 田和雄
森 一彦
みずほ700mコ ア解析 一微小固体粒子濃度,電藤井理行,渡 辺興亜 〃 〃
気 伝 導 度,δ'80一
南極内陸部における飛雪粒子の電気伝導度の時 長田和雄,大 前宏和 Ip 〃
間変化 西尾文彦,樋 口敬二
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ステップ周波数レーダによる海氷厚計測実験 浦塚清峰,西 尾文彦 〃 〃
一南極昭和基地にて一 岡本謙一,峯 野仁志





スピッツベルゲンの氷河と気象 佐藤和秀,和 泉 薫 tl り
一北極圏氷河学術調査(JAGEI987)報 告一榎本浩之,渡 辺興亜
川口貞男
ヨステダルス氷河のコア解析 河村俊行,亀 田貴雄 〃 〃
一北極圏氷河学術調査隊(JAGE'87)報 告一神山孝吉,藤 井理行
渡 辺 興 亜,　 B.Bold.
Y.Gjessing
航行衛星による氷床流動の測定(H) 西尾文彦,高 橋修平 ll 〃
中尾正義,大 前宏和
川田邦夫
氷床中の電磁波減衰について 大前宏和,西 尾文彦 〃 〃
浦塚清峰,長 田和雄
航空機用電波氷厚計データのディジタル処理 浦塚清峰,西 尾文彦 〃 〃
大前宏和
南極昭和基地の飛雪粒子及び海氷上積雪に含ま 長田和雄,西 尾文彦 〃 〃
れる海塩について 大前宏和,樋 口敬二
気候一氷河変動の線型バランスモデル 藤井理行 〃 〃
低温無電源地帯長期動作用恒温槽の野外試験 木村忠志,渡 辺興亜 }) 〃
γ線自動積雪密度計 村山 実,木 村忠志 〃 t7
渡辺興亜,藤 井理行
西尾文彦,和 田誠
雪結晶の成長に及ぼす気圧の効果 高橋庸哉,遠 藤辰雄 日本気象学会 '87.5
若浜五郎
雪結晶の昇華蒸発過程 高橋庸哉,遠 藤辰雄 ,ρ り
若浜五郎
降雪の地上観測とレーダー観測の比較(そ の2) 小西啓之,遠 藤辰雄 tt 〃
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
北海道西岸帯状収束雲の上陸地点について 遠藤辰雄,立 花義裕 日本気象学会 '87.5
若浜五郎
ゾンデとレーダーによる降雪雲内外の観測 小西啓之,遠 藤辰雄 〃 '87.10
坪木和久,若 浜五郎
ドップラーレーダーによる降雪粒子の観測 小西啓之,遠 藤辰雄 第10回 極域気水圏シンポジ '87.12
若浜五郎 ウ ム
画像処理による降雪雪片の大 きさと落下速度の 村本健一郎,椎 名 徹 〃 〃
測定 遠藤辰雄,北 野孝一
北海道西岸収束帯状雲の挙動と上陸地点につい 遠藤辰雄,立 花義裕 日本雪氷学会 '87.10
て 若浜五郎
新型風洞によ雪結晶浮遊成長実験 高橋唐鼓,遠 藤辰雄 〃 〃
若浜五郎










雪 結 晶 のgrowth　 stageに つ い て 高橋庸哉,遠 藤辰雄 〃 ll
若浜五郎,福 田矩彦
雪片の付着雲粒子の測定 小西啓之,遠 藤辰雄 ,■ 〃
村本健一郎
防護柵構造の最適雪渓に関する基礎的研究 高橋修平,大 島俊之 ,ク 〃
谷口清一,岡 田昭夫
降雪雪片数と降雪強度の測定 遠藤辰雄,小 西啓之 ,ワ ,,
村本健一郎,椎 名 徹
ライダーによる極域成層圏上部の温度分布観測 野村彰夫,神 沢 博 第10回極域気水圏シンポジ '87.12
鹿野哲生 ウ ム
南極中層大気の気候学 神沢 博 〃 〃
極域中層大気の気候学 神沢 博 第2回 大気圏シンポジウム
'88
.1
Gravity　 Waves　 in　 the　 Antarctic　 MiddleKanzawa,　 H IUGG　 XIX　 General '87
Atmosphere　 Observed　 by　 Meteorologica1 Assembly,　 Vancouver,




Dynamics of the Antarctic MiddleKanzawa, H Dynamics Seminar, De-
'87
Atmosphere with Emphasis on Climato- partment of Atmosphere
logy and Gravity Waves. Sciences, University of
Washington, Seatle,
Gravity waves in the Antarctic middleKanzawa, H Joint International
atmosphere observed by meteorologicalKawaguchi, S Workshops on Middle




in the Middle Atmos-
phere  (GRATMAP)  ,
University of Adelaide,
Adelaide,
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昭和基地周辺の固体地球物理学的研 究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄,客 員教授 瀬川爾朗
地学部門において固体地球物理を担当する教官は62年4月 現在,専 任の神沼克伊,渋 谷和雄の2名 であり,こ の
うち渋谷はあるか観測拠点で越冬した。
(1)重 力測定
60,61年 度に南極で得られたデータの整理を行った。"し らぜ の海上重力計NIPRORI-1　 のシステム改
良を大幅に行い,一 貫した計算機データ処理が可能になった。また得 られたデータを用いて,測 線上での重力
異常を求めた。みずほ高原で得られていた重量データの再整理を行い,異 常分布を求め　JARE　 Data　 REP
ORTS　 NO.132と して出版した。
　(2)　GPS　 ・VLBI
南極でのGPSの 高精度利用につき,基 礎的な調査 を行った。南極で実施するVLBIに ついて検討 を始めた。
(3)自 然地震観測
前年度同様の方式でデータ編集がなされ,　JARE　 DATA　 REPORTS　 NO.131と してまとめられた。
昭和基地に新 しく設置する超高性能地震計について検討を始めたご
また,昭 和基地で高精度の三点観測を開始 したことに伴い,昭 和基地付近の微小地震観測について調査を再
開した。
(4)南 極地殻断面構造
国際的に要請された地殻断面構造につき,昭 和基地一みずほ基地間の測線を基本にQMLIを 提唱,研 究を始
めた。
南極 エレバ ス火 山の地球物理学的研究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄








昨年度に引 き続 きスリランカ南部地域から採集された岩石について古地磁気学的,岩 石磁気学的研究を行 った。
その結果ハイランドグループの岩石は伏角60° 前後の磁化を持つのに対 し,ビ ジャヤングループのものは水平北








南極雪面上に堆積 した火山灰中の磁性粒子が,ど の様にして地磁気方向に配列するかを,雪 粒子と磁性粒子の
大きさを変えて模擬実験 した。使用 した雪は840μm以 上と710-500μm,岩 石粉は74μm以 下 と149-105
μmの 物である。雪粒子は液体窒素に霧を吹き込むことによって作成 した。
その結果試料は時間と共に対数関数的に磁化を獲得 し,数 時間で外部磁場とほとんど平行な残留磁化を獲得 し
た。その磁化の大きさは34日だっても飽和 しなかった。また磁化の獲得の割合は一20℃ より一10℃の方が大きかっ




助教授 白石和行,矢 内桂三,助 手 小島秀康,客 員助教授 廣井美邦
1.東 クイーンモー ドランドの地質学的 ・岩石学的研究
昭和基地周辺の変成岩頚の累進変成作用について,従 来の泥質変成岩,塩 基性変成岩の研究に加え,超 塩基性
岩,珪 灰質岩についても検討 を行なった。その結果,プ リンス ・オラフ海岸からリュツォ・ホルム湾にかけの累
進的な温度上昇の事実が追認 された。また,ゴ ンドワナ大陸における対比を検証するため,ス リランカの岩石の
記載岩石学的研究を進め,リ ュッォ・ホルム湾周辺地域 と,ス リランカのハイランド層群 との共通点を見出した。
2.七 一ルロンダーネ山地の地質学的研究




昨年より開始 された西 クイーンモー ドランドの変成岩の岩石学的研究を引 き続 き実施した。これは,ノ ルウェー
極地研究所 との共同研究の一環である。これまでに得 られた記載岩石学的情報をもとに,い くつかの岩石試料に
ついてEPMA分 析を行ない,変 成温度圧力条件を推定 した。その結果,西 から東への温度上昇を定量的に検証
した。
(1.D)地 理 ・地形学
南極地域 の氷河地形,周 氷河地形 および後期 新生代地質 に関 する研究
教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
地学部門で現在,研 究の主眼を置いているセールロンダーネ山地で調査 ・研究を進めている。その結果,得 られ
た成果と現状 を以下に記す。
1)セ ールロンダーネ山地の,特 に中央部での,氷 河地形の地理的分布(平 面的,立 体的)を 明 らかにし,氷 床最
拡大期の古地理 を推定した結果,現 在,山 地南部にある氷崖線は,氷 床最拡大期には約10km北 方まで前進 して,
全般的に氷床表面は200-300m高 くなっていたことを明らかにした。
2)山 地内に設置した実験地で得 られた地中温度プロファイルと凍上量測定の結果から,飛 雪を受けて比較的湿潤
な環境にある場所では,大 きな地温低下に応 じて,最 大2mmの 凍上が夏季に生 じているが,乾 燥地では気温一
地温の低下があっても凍上は生じていないこと,夏 季の活動層の深さは30cm前 後であることを明らかにした。
3)同 じく,実 験地に設置した歪み計の測定から,夏 季に表層物質が数mm下 方に移動 していることが推定 される







研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 南極における地殻構造の地域的特性の研究
(イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
藤 原 健 蔵 広島大学(文)教 授 内陸山地における地形解析
平 川 一 臣 山梨大学(教 育)助 教授 南極沿岸露岩地域の地形学的研究
大 町 北 一 郎 山形大学(理)教 授 昭和基地周辺の鉱物資源評価に関する研究
倉 沢 一 地質調査所 ・室長 南極マクマー ド地域火山岩頚の地球化学的研究
勝 井 義 雄 北海道大学(理)教 授 西南極における火山及び火山岩の研究
広 岡 公 夫 富山大学(理)教 授 火山灰を含む氷の磁気的性質の研究
船 木 實 国立極地研究所 ・助手 古地磁気学から見たエルスワース山脈のプレー ト運動の研究
立 川 涼 愛媛大学(農)教 授 南極地域の環境汚染の化学的研究
山 中 三 男 高知大学(理)教 授 リュツオ ・ホルム湾周辺地域の花粉分析からみた環境の研究
松 本 征 夫 山口大学(理)教 授 リュツオ ・ホルム湾及びやまと山脈地域の地質学的研究
松 原 聰 国立科学博物館 ・研究員 南極産鉱物の記載及び鉱物学的研究
浅 見 正 雄 岡山大学(教 養)助 教授
コンドワナ大陸における東 クイーンモー ドランドの地質学的研
究
大 内 徹 神戸大学(理)助 手 南極の地震活動と地球潮汐との関係に関する研究
神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 エレバス火山の山体構造と噴火のメカニズム
加 賀 美 英 雄 東京大学(海 洋研)助 教授 南大洋の海底調査に関する研究
中 島 隆 地質調査所・主任研究官 昭和基地周辺産岩石の年代学的研究
大 場 孝 信 上越教育大学助手 やまと山脈の閃長岩類の岩石 ・鉱物学的研究
一34一
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
有 馬 真 横浜国立大学(教 育)助 教授南極大陸,西 クイーンモー ドランドの変成岩,火 成岩についての岩石学的研究
中 谷 周 弘前大学(理)助 教授 昭和基地周辺海,海 底堆積物の堆積速度と堆積環境の研究
仲 井 豊 愛知教育大学教授 セールロンダーネ山地の地質学的総合研究
吉 田 勝 大阪市立大学(理)講 師 スリランカと南極昭和基地周辺地域の地質比較研究
上 田 誠 也 東京大学(地 震研)教 授 昭和基地周辺及びその北方海域の磁気測量のデータ解析
松 本 剛 海洋科学技術センター ・研究員 南極周辺海域のリフト系の研究
和 田 秀 樹 静岡大学(理)助 手 南極ロス海マクマー ドサウンド地域から得 られたボーリング試料による地球化学的研究
瀬 川 爾 朗 東京大学(海 洋研)教 授 南極大陸周辺域の重力異常分布 とアイソスタシーの研究
広 井 美 邦 千葉大学(理)助 教授 岩石学的見地からの東南極大陸の形成についての研究
(3)科 学研究費補助金による研究









題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1.A)
東南極のやまと山脈およびいん石氷原上におけ 渋 谷 和 雄 南 極 資 料,311-10
'87.3
る航空磁気測量 田 中 晶 子
真 部 充 宏
1986-1987年 マ ク マ ー ドサ ウ ン ド地 域 の国 際 共神 沼 克 伊 南 極 資 料,31155-162 '87.7
同観測
Seismic　 activity　 of　 Mount　 Erebus　 inK.　 Kaminuma Proc.　 NIPR　 Sym.　 Ant.
'87.9
1984-1985 J.　 Amino Geosci.,11-5
S.　 Miura
Gravity　 Survey　 in　Ross　 Island,　 AntarcticaS.　 Miura 〃
K.　 Kaminuma 6-14
E.　Koyama
Digital　 data　 acquisition　 system　 of　 theK.　 Shibuya り
Japanese　 Antarctic　 Research　 aircraftY.　 Yoshid 15-22
Pilatus　 Porter　 PC-6.　 Microstructure　 andT.　 Tagai
phase　 transition　 of　 calcic　 anorthclaseH.　Takeda
from　 Mount　 Erebus,　 AntarcticaO.　 Tachibana
同上 K.　 Kaminuma 66-72
P.　 1(yle
Seismic,　 Activity　 of　 Erebus　 Volcano,K.　 Kaminuma PAGEOPH,　 125,
'87.11
Antarctica 993-1008




Tetrataenite　 phase　 in　Antarctic　 meteoritesNagata,　 T. Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
'87.3
Funaki,　 M Res.,　 Spec.　 Issue,
46,245-262.
Magnetic　 properties　 of　 Ni-rich　 ironNagata,　 T. Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
'87.3
.
meteorltes. Danon,　 J. Res.,　 Spec.　 Issue,
46,263-282.
Age　 ad　 paleomagnetic　 studies　 forTak gami,　 Y Proc.　 NIPR　 Symp.
'87
.9
intrusive　 and　 metamorphic　rocks　 fromKaneoka,　 1 Antarct.　 Geosci.,　 1.
the　 Sor　 Rondane　 Mountains,　 Antarctica.Fu aki,　 M 169,177.
Acquisition　 of　 natural　 remanentSakai,　 H. Proc.　 NIRK　 Symp.
'87.9




Paleomagnetic study of PrecambrianFunaki, M. Rock Magnetism and
'87
. 12
rocks of Sri Lanka in view of GondwanaYoshida, M. Paleomagnetim, Vol.
reconstruction with Antarctica. Vitanage, P. W. 14, 87-91.
(1.  C)
Progressive metamorphism of  calc-Hiroi, Y. Proc. NIPR Symp.
'87. 9
silicate rocks from the Prince Olav andShiraishi, K. Antarct. Geosci., 1,
Soya Coasts, East Antarctica Motoyoshi, Y. 73-97.
Katsushima, T.
A preliminary report on the geology ofIshizuka, H.
the central part of the Sor RondaneKojima, H. 113-128.
Mountains, East Antarctica
Basic and intermediate gneisses fromShiraishi, K.
the western part of the Sor RondaneKojima, S. 129-149.
Mountains, East Antarctica
Kyanite from the western part of theAsami, M.
Sor Rondane Mountains, East AntarcticaShiraishi, K. 150-168.
Plate tectonic development of lateShiraishi, K. Gondwana Six:
'87. 10
Proterozoic paired metamorphic comple-Hiroi, Y. Structure,Texture and
xes in Eastern Queen Maud Land,Motoyoshi, Y. Geophysics, 309-318
East Antarctica Yanai, K.
 ( 1  .  D)
A preliminary survey by a seismicMoriwaki, K. Proc.NIPR Sym.
'87
. 9
profiling across the Gunnerus Ridge offMatsuoka, N. Ant. Geosci., 1,
the Riiser-Larsen Peninsula, AntarcticaYoshida, Y.  41-47
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(イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1.A)
南極 ・エ レバス火山活動の変化 神沼克伊,網 野 順 火山学会春季大会 '87.4
三浦 哲
南極 ・エ レバス火山の地震活動の変化 神沼克伊,三 浦 哲 地震学会春季大会 '87.4
村上克美
南極 ・ロス島における重力測定 三浦 哲,神 沼克伊 測地学会67回 講演会 '87.5
小山悦郎
Eruption　 and　 earthquake　 activity　 ofK.　 Kaminuma IUGG　 XIX
'87.8
Mount　 Erebus,　 Antarctica S.　 Miura General　 Assembly
R.R.Dibble
E,aluati。n。fself,。蓋、i、t,ntg,a,ity Y.　 Fukuda 〃 〃
anomaly　 over　 the　 land　 and　 continentalJ.　 Segawa
shelf　 of　 Antarctica,　 and　 its　interpretationK.　 Kaminuma
in　 relation　 to　 subsurface　 structures　 and
isostasy
The　 structure　 and　 seismic　 activity　 of　MT.K.　 Kaminuma 5th　 Intl　 Sym. 〃
Erebus,　 Ross　 Island K.　 Shibuya　 . Antar,　 Earth　 Sci
南極 ・エ レバス火山の群発地震活動 村上克美,神 沼克伊 火山学会秋季大会 '87.10
南極 ・エレバス火山の速度構造 神沼克伊,渋 谷和雄 〃
村上克美
南極 ・ロス島エ レバス火山における重力測定 三浦 哲,神 沼克伊 〃
小山悦郎
南極 ・エレバス火山での人工地震観測 神沼克伊,渋 谷和雄 地震学会秋季大会 '87.10
村上克美
ロ ス 島 に お け る重 力 測 定 一1982年 か ら1987年 ま三浦 哲,神 沼克伊 第8回 南極地学シンポジウ '87.8
での結果一 小山悦郎 ム
赤外線放射温度計によるエ レバス火山火口の温 三浦 哲,神 沼克伊 〃 〃
度測定 R.R.Dibble
南極 ・エ レバス火山の群発地震 村上克美,神 沼克伊 〃 〃
人工地震によるエレバス山の構造 神沼克伊,渋 谷和雄 〃 〃
村上克美
エレバス山の噴火機構 神沼克伊,三 浦 哲 It 〃
R.R.Dibble
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Antarctic　 Geoscience　 Transectsに つ い て神沼克伊 第8回 南極地学シンポジウ
ム
'87.8
第28次 南極観測における海上重力測定 福田洋一,瀬 川爾朗 測地学会第68回 講演会 '87.11
神沼克伊
(1.B)
Paleomagnetic　studies　 of　 the　 EllsworthFunaki,　 M. 5th　 Intl.　 Sym.　 Antar.
'87.8
Mountains,　 West　 Antarctica. Yoshida,　 M. Earth　 Sci.'
Mathueda,　 H.
古地磁気からみたスリランカ島と南極大陸の関 船木 實,吉 田 勝 第82回 電磁気学会 '87.9
係
リュッォ ・ホルム湾岸地域の古地磁気学的研究 船木 實, 第8回 南極地学シンポジュウ
ム
'87.8
ジュラ紀に熱変成を被ったビーコン累層群の古 酒井英夫,船 木 實 ll ,,
地磁気
(1.C)
東 南 極 大 陸 ・西 ク イー ンモ ー ドラ ン ドの 変 成 岩 白石和行,太 田昌秀 日本地質学会 '87.4
東 南 極 セ ー ル ロ ン ダー ネ山 地 の　 retrograde浅見正雄,白 石和行 〃 〃
kyanite
Low　 pressure　 granulite-facies　 metamor一Asami,　 M. IGCP-235ス リ ラ ン カ国 際'87.8
phism　 in　the　 Yamato　 Mountains,　 East 集会
Antarctica
Metamorphic　evolution　 of　 the　 late　 Pro一Hiroi,　 K. 〃 ,,
terozoic　 Lutzow-Holm　Complex,　 EastShiraishi,　 K.
Antarctica Motoyoshi,　 Y.
Geological　 structure　 of　 Prince　 OlavShiraishi,　 K. 〃 り
Coast,　 East　 Antarctica　 -　with　 specia1Hiroi,　 Y.
reference　 to　correlation　 with　 the　 Lutzow一
Holm　 Bay　 region
Relict　 kyanite　 in　 the　 Highland　 andHiroi,　 Y. 〃 〃
Southwest　 gneisses　 in　 Sri　 Lanka:Yoshida,　 M.
Evidence　 of　 prograde　 metamorphism　and Vitanage,　 P.W.
a　 characteristic　 in　 common　 with　 the
Lutzow-Holm　complex　 in　East　 Antarctica
Tectonics　 and　 metamorphism　of　 Precam一Yoshida,　 M. り り
brian　 rocks　 of　 central　 to　 southwesternHiroi,　 Y.
Sri　Lanka Vitanage,　 P.W.
Late　 Proterozoic　 paired　 metamorphicHir i,　 Y. 第5回 国際南極地学シンポ 〃
complexes　 ln　 East　 Antarctica-withShiraishi,　 K. ジ ウム
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ベルジカ山脈の両輝石片麻岩 浅見正雄,小 島秀康 第8回 南極地学シンポジウ '87.10
矢内桂三 ム
ベルシカ山脈の深成岩類,塩 基性変成岩の微量 小笠原正継,小 島秀康 ,, 〃
成分組成 矢内桂三,西 田民雄
東 ク イー ンモ ー ドラ ン ドの 原 生代 末期 の マ フ イ 白石和行,蟹 沢聡史 tt ル
ック岩脈について 石川賢一,広 井美邦
矢内桂三
東クイーンモー ドランド東部の変成岩頚の 中島 隆,柴 田 賢 〃 〃
Rb-Sr全 岩 年 代(2) 白石和行,本 吉洋一
広井美邦
プ リ ン ス ・オ ラ フ海 岸,か す み 岩 の トロマ イ ト 広井美邦,小 島秀康 〃 書)
質大理石の岩石学的研究 矢内桂三,西 田民雄
南極昭和基地周辺とスリランカの岩石学的対比 広井美邦,吉 田 勝 〃 〃
P.W.Vitanage
南極大陸断面構造ワークショップ 白石和行 tt 〃
一地質構造について一




七一ルロンダーネ山地における現在の地形変化 松岡憲知,森 脇喜一 第8回 南極地学シンポジウ
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につ い て 岩田修二,平 川一臣 ム
セールロンダーネ山地中央部の氷河地形 平川一臣,松 岡憲知 〃 〃
森脇喜一
、
七一ルロンダーネ山地の氷床変動 森脇喜一,平 川一臣 〃 〃
松岡憲知,岩 田修二





南極陽石の分類学的研 究 助教授 矢内桂三,助 手 小島秀康
当研究所には,現 在1986-87年 シーズンまでに発見採集された南極阻石6435個 が保管されている。 これらは順次
同定 ・分類が進められている。本年度は第27次 南極地域観測隊により持ち帰 られた阻石について粗分類,初 期処理
を実施 した。その結果第27次 隊がやまと山脈周辺で採集した明石は814個 に及び,更 にセールロンダーネ山地東縁
の裸氷帯から3個 の陽石の発見が初めて確認された。
そして,こ れらはそれぞれYamato-86,　 Asuka-86明 石と正式に命名された。また粗分類の結果,世 界で6個
目(そ のうち5個 は日本が所有)の 月起源限石が確認されたほか,最 も変質が進んだと考えられる炭素質阻石も見
いだされた。6番 目の月限石は重量が600グ ラムを越えるこれまでで最大の月限石であ り,こ の結果日本はソ連 を
抜き世界で二番目の月の岩石保有国となった。これらの陽石の詳細な研究は今後進められる。
・南極陽石の磁 気学的研 究 助手 船木 実
限石の磁気研究に於て重要な役割を示す,テ トラテーナイトを粉末図形法により同定する手法の確立 を行 った。
テトラテーナイトを顕微鏡で見出すことは,き わめて難しいが,こ の方法により,極 めて簡単にコンドライ トやオ
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長 谷 川 博 一 京都大学(理)教 授 南極陽石の落下年代に関する研究
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原 田 馨 筑波大学(化 学)教 授 有機化合物の研究による南極産炭素質明石のキャラクタリーゼション
一42一
(4) iffROZW0g0
 (7)  *-1r-M4tzct6igt
A t RA 1-1::14:40).ZA 3btA*)1
Photographic catalog of the AntarcticYanai K. National Institute of
meteorites Kojima H. Polar Research, 298
Alteration process of chondrules in CMKojima H. Meteoritics 22, 430  '87 . 12
chondrites Yanai K.
Pair problem on lunar meteoritesYanai K
including newly identified Yamato-793274Kojima H. 538-539
The meteorite concentration at the LewisCa sidy W.A.





Oxigen isotopes in ureilites Clayton R.N.
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筏井さつき
Preliminary　 identification　 of　 new　 Antarc一Yanai　 K. 第12回 南極限石シンポジウ '87.6
tic　meteorites　 collected　 by　 Japanese　 partyKojima　 H. ム
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Oxigen　 isotopes　 in　 ureilites Clayton　 R.N. 〃 〃
Maeda　 T.K.
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4.生 物 研 究 グル ー プ
川一般研究
表面海水 モニタ リングシステムによるクロロフ ィルa量 の連続測定
助教授 福地光男,教 授 星合孝男,助 手 渡辺研太郎
第27次 南極観測隊で試作 したモニタリングシステムは,引 き続き第28次 隊においても,ほ ぼ同じ形式で使用され,
2航 海分の連続データが収集された。1985年ll月14日,東 京を出港 し,1986年4月20日 に帰港した。
第27次 隊の観測データを解析 した結果,南 大洋に特徴的な外洋性フロレトである亜熱帯収束線,亜 南極前線,及
び南極収束線を通過する際に,ク ロロフィルa量 と環境要因の変動との間に密接な関係が明 らか となった。 この
事はフロント域における渦構造と関連 したものと考えられた。また12月の南下航路と,2～3月 の北上航路で得 ら
れたデータ間の,ク ロロフィルa量 の相異は,植 物プランクトンの季節変動と関連するものと思われる。第28次
隊においても,ほ ぼ同様の結果が得られたが,栄 養塩類の変化として亜熱帯収束線を通過す る際 にNo3-N濃 度が
大きく変化 し,ま た,南 極前線を通過する際にはSiO3-Siが 大きく変化することが明らかとな り,栄 養塩の連続
モニタリングが海洋前線の位置を決める上で,き わめて有効であることが分かった。
係留 ブイ観測 システムに よるクロロフィルa量 の連続測定
助教授 福地光男,教 授 星合孝男,客 員助教授 高橋正征
係留ブイ観測システムを用いて,第1回 目の現場実験が夏期間南極ブライド湾内,70°11.536'S,24°18,679E,
水深286mの 地点にて1985年12月28日 から1986年2月13日 にかけて,行 なわれた。センサー部は,水 深約50mに
位置 した。連続データ収録は1時 間毎に行った。毎正時に3セ ンサーからのデータを収録し,次 いでブラシ洗浄を
行った。その後再度3セ ンサーデータを収録し,合 計1,127組 のデータを得た。ブラシ洗浄前後のデータは,き わ
めて良 く一致してお り,レ ンズ面の洗浄が有効であったと思われる。クロロフィルa量 は0.35～4.12μg/e,水
温は一1.42～-1.94℃ の範囲を変動したが,両 者間には正の相関関係がみられた。
第2回 目の実験は,北 海道サロマ湖において,結 氷期間をカバーして行なわれた。ブイシステムのバッテリー容
量及びデータ記憶容量は前回と同じであるが,1時 間毎のデータサンプリングを,今 回は2時 間毎 とし,計 測期間
を前回の3ケ 月から6ケ 月へと長期化する方法を採用した。係留地点はサロマ湖第1湖 口近 くの三里浜地先約lk
mの 水深6～7mで あった。計測ブイはホタテ貝養殖施設の一部である湖底のローブに直接係留 し,セ ンサー部が
水深約3mに 位置した。1986年12月9日 に係留 を開始し,翌1987年5月20日 に回収 した。係留開始時回収時ともに、
湖内は開水面であった。湖内前面結氷は1987年1月16日 であ り,湖 内海開きは4月17日 であった。161日 間にわた
り,合 計1925組 のデータが得られた。結氷期間を通して,水 温一1.5℃以下であ り,ク ロロフィルa濃 度は低 く変動
がほとんどない。湖面海開きに先行 し,春 先の融氷と共に昇温がみられ,ク ロロフィルaの 濃度が増加 した。 こ
れはいわゆる春の植物プランクトングルー ミングではなく,融 氷に伴うものと思われた。
昭和基地周辺定着氷域 のlce　algaeの 生態学的研 究
助手 渡辺研太郎,教 授 星合孝男,客 員助教授 高橋正征
昭和基地周辺の定着氷域では,秋 と春～夏にかけての2回 にわた りIce　algae　群集が大増殖 し,現 存量が極大
となることが知られている。これまでの研究により海氷下部で増殖する群集の季節変化が明らかとなったが,そ の
他にも海氷中間部,固 化した雪の中にもIce　algae　群集が存在する。1983年3月 から1984年1月 にかけて,昭 和
基地周辺の定着氷域の定点で継続的に採集 した氷柱サンプルについて,海 氷中間部,固 化した雪の中に見られた群
集を構成する種類の季節変化を調べた。
海水中間部に現存量の極大を持ったのは,グ リースアイスが集積 して凍った場所で,最 大42mg/m3の クロロ
フィルa濃 度だった。主な出現種としてはchaetoceros　 spp,　Eucampia　 antarctica,　Nitzschia　 lecointei,　N.
turgiduloides,　 Rhyzosolenia　 alata,　Tropidoneis　 sp.な どで,南 極海外洋域の植物プランクトンとして報告
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され てい る種 が 含 まれ た 。 この 海 氷 中 間 部 のIce　 algae　 群 集 は,5月 に形 成 され た後1月 中 旬 ま で 現 存 量,種 組
成 共 に大 き な変 化 は なか った 。 一 方 固 化 した雪 の 中の 群 集 は,10月 頃 か ら現 存 量 が 増 え,　Navicula　 glacie1,　 Nit
zschia　 lecointei,　 N.spp.,　 Tropidoneissp.　 な どが 出 現 した。
サ ロマ湖結氷期にお ける低 次生産過程の研究 助手 渡辺研太郎,谷 村篤,助 教授 福地光男
教授 星合孝男,内 藤靖彦,客 員助教授 高橋正征
サロマ湖は結氷する海域の中では最も低緯度にあると言われるオホーツク海に面 し,そ れ自体も完全に結氷する
塩水湖である。冬期間,欄 内の海氷は20～40cmに 達 し,そ の下部には極域の海氷と同様,茶 褐色のIce　algae　 群
集が形成される。サロマ湖ではホタテ貝やカキが養殖され,大 規模な水産業が行われているが,結 氷期の低次生産
過程の研究は極めて少ない。そこで,水 温,水 深,現 場蛍光強度を連続的に観測するブイシステム,粒 状沈降物を
経時的に採集するセディメントトラップを1986年12月 から1987年5月 の間にかけて湖内に設置 して植物プランクト
ン現存量等をモニター した。また海洋/氷 上観測,採 集を行なって得た各種データ,サ ンプルもあわせて解析 した。
調査期間中1月 上旬～4月 上旬にかけて湖面が結氷 した。結氷期間中の海水中のクロロフィル濃度は,そ の前後
より一般に低かったが,融 氷が近づ くにつれて海水上層中のクロロフィル濃度が増加 した。海氷中のクロロフィル
濃度は海水と接する下部ほど高 く,3月7日 には最大値111mg/m3と なった。海氷中にはNitzschia　 frigida,　T
halassiosirasp.　 等が優占し,こ れらが融氷期の上層海水中でも見られたことからアイスアルジーが海中を沈降
したものと考えられる。 しか し融氷後の5月 中旬に見 られた植物 プランクトンの大増殖ではChaetoceros　 spp,
Nitzschiaの 別種が優占し,ア イスアルジーとは異なる群集が形成されたことが明らかとなった。
海 氷 を 生 活 の 場 と す る か い あ し類 の 生 態 学 的 研 究
助 手 谷 村 篤 ・渡 辺 研 太 郎,助 教 授 福 地 光 男,教 授 星 合 孝 男
南 極 海 沿 岸 域 の 食 物 網 は概 念 的 に描 か れ て い る もの の,具 体 的 な事 例 は必 ず しも充 分 明 らか に され て い る と は言
え な い。 特 に,海 氷 域 の 冬 期 の 情 報 は極 め て乏 しい 。 そ こで,1970年9月6日 採 集 の 南 極 大 陸 沿 岸 域 の海 氷 直 下 に
生 息 す る ノ トセニ ア科 の 魚,　Pagothenia　 borchgrevinki　 (ボ ウ ズハ ゲ ギ ス)幼 魚5固 体 の 胃 内 容 物 を調 査 し,
海 氷 域 の食 物 連 鎖 を検 討 した。 胃内 容 物 は,か い あ し類,有 鐘 繊 毛 虫,尾 虫 類 な ど の小 型 動 物 プ ラ ン ク トンか ら成
る こ とが わか っ た。 特 に、 ノ ー プ リ ウ ス幼 生 を含 む か いあ し類 は,全 体 の90%以 上 を 占め た。 出 現 したか いあ し類
の うち最 も固 体 数 の多 い の はOithona　 similisで あ り,　Paralabidocera　 antarctica　 のnaupliusが これ に つ い
だ。 他 に,　Ctenocalanus　 vanus,　 Stephos　 longipes,　 Oncaea　 curvata,　 Harpacticoide　 spp.　 が 出 現 し た
が固 体 数 は あ ま り多 くは なか っ た。
一 方 ,す で に報 告 した様 に,南 極 大 陸 沿 岸 定 着 氷 下 部 に は,か い あ し類Paralabidocera　 antarcticaが 大 量 に
分 布 し,し か もそ こ で成 長 す る こ とが 認 め ら れ た。 ま た,こ れ まで の 調 査 か ら冬 期 間,海 水 中 の 植 物 プ ラ ン ク トン
が 極 め て少 な い時 期,本 極 のnaupliusは,海 氷 下 部 に存 在 す る微 細 藻 類　(ice　algae)を 摂 餌 し成 長 す る。
こ れ ら の こ とか ら,サ ン プ ル数 は少 な いが,　ice　algae　 →　Paralabidocera　 antarctica→ 　Pagothenia　 bor
chgrevinki　 と い う食 物 連 鎖 が,定 着 氷 域 の 海 氷 と海 水 の境 界 領 域(lce-seawater　 interface)　 に存 在 す る こ とが
明 らか とな っ た。
大型動物行動記録計 によるアデ リーペ ンギンの潜水行動 教授 内藤靖彦 助教授 大山 佳邦
第27次 南極観測隊で,実 施 したアデリーペ ンギン3個 体からの潜水記録を解析 した。大型動物行動記録計は順調
に作動 し,そ れぞれ150時 間～334時 間の記録を得た。この間,ア デリーペ ンギンは231分 間～931分 間の捕食と
関係 した繰 り返 し潜水行動時間を持った。また,こ の間,合 計68～383回 の潜水を行った。潜水深度は平均で8.0
～10.Omで あった。最大潜水深度は17.3m～27.2mで あり実験期間中のアデリーペンギ ン3個 体 は,い ずれも
この深度より浅層で捕食をしていたことが分かった。アデリーペ ンギンとほぼ同じ大きさのゼンツーペ ンギンにつ
いて行った深度記録計(Depth　 Recorder;　 DR)　 の実験では64%の 潜水が20m以 浅で行われていることか らも
本実験のペンギンの捕食は浅い表層で行われていると言える。また,潜 水時間は1回 平均1.8分,最 大は3.7分 ～
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5.6分 であった。
捕食に関係 した行動で興味あるのは,捕 食が浅い潜水の繰 り返 しによって行われることである。この場合の繰り
返 し潜水時間は平均18.2～29.4分 であり,潜 水回数は平均8.3～14.1回 であった。すなわち、このことは本種 の捕
食に関わる努力量を示 していると言える。
潜水の時間帯について見ると,3個 体の全潜水回数590回 の頻度分布は16時 ～20時 に明瞭なピークを持った。こ
れは,被 捕食動物のナンキョクオキアミの夜間浮上に合わせた捕食行動のように考えられる。
同様に3個 体全ての潜水の深度 ・時間の頻度分布から,本 種の捕食努力量の深度,時 間分布が推測 される。下図
に示されるように,ア デ リーペ ンギンの捕食は主に夕方から夜間を中心に20m以 浅で行われたと言える。
南極半島産土壌線虫類数種 の分布 助教授 大山佳邦 ・神田啓史,助 手 大谷修司
海洋性南極に属する南極半島付近の陸棲線虫類は,ベ ルジカ号の探検により今世紀初頭に初めて報告されたが,
その後長い間成果はなく,こ の地域の線虫類の大半は1970年 以降に記載されたものである。現在までに約40種 が報
告されているが,命 名されているのは内16種 のみで,他 の20数 種は未記載の状態にある。
1985年2月,大 山がAnvers島 付近の6地 点より採集して,凍 結標本を持ち掃えって検討 した結果を以下に示す。
1)　Litchfield　Is.　:　藻類の付着 した分解 しかけのコケのマットより,4種Coomansus　 gerlachei,　Plectus
sp.,　 Endorylaimus　sp.,　 Dorylaimida　 sp.が 見 い 出 さ れ た 。
2)　 Biscoe　 Point:　 ナ ンキ ョ クコ メ ス ス キ の根 元 よ り,3種Coomansus　 gerlachei,　Plectus　 sp.,　Mesodory
laimus　 signatus　 が見 い 出 され た。
3)　 Dream島:青 々 と した コ ケ の群 落 よ り5種,　 Coomansus　 gerlachei,　Plectus　 sp.,　 Mesodorylaimus
signatus,　 Enchodelus　 signyensis,　 Dorylaimida　 sp.が 見 い 出 され た。
4)　 Old　 Palmer:青 々 と した コ ケ の群 落 よ り2種,　 Coomansus　 gerlachei,　Endorylaimus　 sp.が 見 い 出 さ
れ た。
5)　 Bonaparte　 Point,　 Pa!rner　 Stn.か ら は見 い出 され な か っ た。
こ れ まで の採 集 品 の 中 で 最 も多 く出 現 して い る種 はCoomansus　 gerlachei(de　 Man,　1904)　 で,こ れ は 北 極
圏 カ ナ ダ のMackenzie　 Deltaか ら も報 告 が あ り,線 虫 類 と して は珍 しい両 極 分 布 型 を示 す もの で あ る。 又,本 極
は捕 食 性 で あ る ため,極 地 土 壌 中の 捕 食 連 鎖 に特 異 な系 が 存 在 す る可 能 性 が 考 え ら れ,今 後 の詳 細 な調 査 が 期 待 さ
れ る。
南 極 産 蘇 類Bryumの 倍 数 性 に つ い て 助 教 授 神 田啓 史,客 員教 授 岩 月 善 之助
南 極 産 蘇 類 は 一 般 に広 い 分 布 域 を持 ち,固 有 種 は 少 な い と され て い るが,十 分 な分 類 学 的 検 討 は な い。 本 年 度 は
南 極 産 蘇 類Bryum属 の 分 類 学 的 位 置 づ け を明確 に す る た め に染 色 体 の 数 と核 型 を分 析 した。 北 極 にお い て はStee
re(1954)は 北 極特 有 の種 に は 倍 数性 が 多 く生 じ る こ と を報 告 し,南 極 にお い て もPrzywara　 et　al.(1784) はPotl
iaceae,　 Bryacea1,　 Amblyaccaeな ど極域 に 多 い グル ー プ は倍 数 性 の 分 化 が 高 い 率 で お こ る こ と を指 摘 して い る。
昭 和 基 地 周 辺 の 蘇 類 の 染 色体 数 はTatuno(1963)た3種 に つ い て 初 め て 明 らか に し,　Bryum　 argenteumはn=2
0で 基 本 数10の2倍 体 で あ る と考 え た 。　B.　inconnexum(=B.　 pseudotriquetrum)　 も同 様nニ20で あ っ た 。　Ino
ue(1976)はB.　 argenteumはn=IO,　 B.algens(=B.pseudotriquetrum)はn=20であ った 。N wton(1980)も
シ グニ ー 島 産 のB.　 algeus　 はn=20でInoue(1976)と一 致 した 。現 在 は,Tatuno(1963)が 報告 したB.　argenteu
mのn=20は,む しろB.　 pleudotriquetrum　 (n=20)の 一 型 と考 え た 方 が よい 。
本 年度 の研 究 に お い て大 陸性 南 極 の 昭和 基 地 に産 す るBryumの 染 色体 数 はB.　 pseudotriquetrum　 で はn=20
が ほ とん どで あ っ た。 こ の種 と分 類 学 的 に近 縁 なB.　 amblyodonもn=20であ っ た 。 さ らに 注 目す べ き こ とは,B.
pseudotriquetrumとして 同定 さ れ て い た試 料 の 中 に,n=30が 新 た に見 つ か っ た。 こ の 染 色 体 は 基 本 数10の3
倍 体 と考 え られ る。 染 色 体 の長 さは非 常 に遅 い前 期 か,早 い 中 間期 で は1～5μmの 範 囲 に あ り,こ の う ち の12
本 は比 較 的大 きな染 色 体 と18本 の小 さ な染 色 体 か ら構 成 され て い る。 まれ に ソ連 で は この種 の3倍 体 と思 われ るn=
33が 報 告 され て い る。 中緯 度 に産 す る本 極 はn=10,極 域 に多 いbimum型 はn=20,そ して大 陸性 南 極 で はn=30
一47一
が発 見 され て い る こ とは,前 述 したSteere(1954)やPrzywara　 et　a1.(1984)　 の考 え と よ く一 致 す る。
プ リンスオラ フ海岸竜宮岬 の蘇類着生藍藻類 に関 する研究 助手 大谷修司,助 教授 神田啓史,
大山佳邦
プリンスオラフ海岸の竜宮岬より得 られた蘇類乾燥標本に基づき着生藍藻類を調べ,優 占する蘇類3種 類につい
て種類組成 と着生量を比較 した。蘇類Grimmia　 lawianaの 着生藍藻類は蘇類3種 の中で極数,量 ともに最 も少
なくStigonema　 minutum,　 Nostoc　 sp.が 見 られる程度であり,モ レーン帯の乾いた斜面から採集 された標本
からは全 く藍藻類が認められない場合があった。蘇類　Ceratodon　 purpureUsの 着生藍藻類 としてはNostoc　 co
mmune　 の他,　Phormidium　 sp.,　Tolypothrix　 sp.な どが見 られる程度であったが,　N.　communeは 量的に
は多く,肉 眼的な葉状 コロニーに発達しているものが見 られた。蘇類Bryum　 pseudotriquetrumの 標本は構造土
の溝など,水 分が充分にある立地条件から採集されたものが多く,そ の着生藻類の量は蘇類3種 の内最 も豊富で,
Stigomema　 minutumの 黒色の密につまったコロニーやNostoc　 commune葉 状 コロニーが蘇類群落表面にし









研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
星 合 孝 男 国立極地研究所 ・教授 南極沿岸生態系と沖合い生態系との相互作用の解析
(イ)一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
伊 野 良 夫 早稲田大学(教 育)教 授 南極の蘇類生態系におけるC.N.Pの 動態に関する研究
秋 山 優 島根大学(教 育)教 授 南 極 に お け る土 壌 藻 類 のsurvival　 strategyに 関 す る研 究
清 水 晃 奈良女子大学(理)助 教授 極域水圏に形成される藻被の生態生理学的研究
松 前 昭 廣 北里研究所 ・客員部長 南極オングル島露岩地域の微生物生態の研究
奥 谷 喬 司 東京水産大学教授 南極海底生生物の分類と生態の研究
関 太 郎 広島大学(理)助 教授
南極及び亜南極地域における蘇苔類群落と藻類の相互関係の解
明
黒 澤 努 大阪大学(医)助 教授 極地域に於ける氷及び海水中エンドトキシンと生物相の関連
井 上 正 鉄 秋田大学(教 育)講 師 南極地域における地衣類の分類 ・生態学的研究
蜂 須 賀 弘 久 京都教育大学教授 南極越冬隊員集団に関する基礎医学的研究
渡 部 和 彦 広島大学(教 育)助 教授 南極越冬隊員の健康 ・体力に関する研究:急 激な温度変化 と生理機能(循 環器系)
星 合 孝 男 国立極地研究所 ・教授 低温下における微細藻類の生理生態学的研究
島 岡 清 名古屋大学 ・講師 寒冷下における潜水作業に関する研究
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 水生動物の行動生態研究
高 橋 正 征 東京大学(理)助 教授 海洋基礎生産の時空間分布生態の研究
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(イ)口 頭による発表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
サロマ湖海氷下でのクロロフィル量長期連続観 福地光男,渡 辺研太郎 第3回 北方圏国際シンポジ '88.2
測および出現植物プランクトンの季節変化 谷村 篤 ウム
南極海氷下部のlcealgae構 成種の季節遷移渡辺研太郎 1987年 度日本海洋学会春季'87.4
大会
ブライド湾(南 極)の グルー ミング現象と南極 服部 寛,福 地光男 〃 〃
海の植物プランクトン鉛直分布
南極海インド洋区での表面海水連続モニタリン 福地光男,服 部 寛 〃 〃
グ シ ス テム に よ る観 測(JARE27.1985/89年)星合孝男
南極ブライド湾での係留ブイシステムによる長 福地光男,服 部 寛 〃 〃
期連続観測(JARE27.1985/86年) 星合孝男
「し らせ 」航 路 上,南 大 洋 に お け る ク ロ ロ フ ィル 服部 寛,福 地光男 〃 〃
量の分布
南極海氷直下でボウズハゲギス(Pagothenia谷村 篤,星 合孝男 1987年度 日本海洋学会秋季'88.10
borchgrevinki)幼 魚 が捕 食 したParalabido一 大会
Cera　 antarCtiCa　 (榛 脚 類)
南極陸水域藍藻被の構造 清水 晃 木村憲司 第10回極域生物シンポジウ '87.11
大谷修司,神 田啓史 ム
南極産コケ ・地衣植物の藻類に対するアレロバ 秋山 優,神 田啓史 〃 〃
シー効果 大谷修司
南極半島産土壌線虫類数種の形態と生態に関す 宍田幸男,大 山佳邦 〃 tt
る知見
北海道サロマ湖海氷下でのクロロフィルa量 連 福地光男,佐 々木洋 〃 〃
続測定 渡辺研太郎,谷 村 篤
佐藤博雄,山 口征矢
サロマ湖における冬季海氷下の基礎生産力 佐藤博雄,山 口征矢 〃 り
渡辺研太郎
1986/87年 の結氷期を中心 としたサロマ湖内の渡辺研太郎,佐 藤博雄 〃 り
ア イス ア ル ジー と植 物 プ ラ ン ク トン 谷村 篤,福 地光男
佐々木洋,山 口征矢
1986/87年 夏期 し らせ船 上 で の ク ロロ フ ィルa福地光男,窪 寺恒己 ll 〃
量の連続測定
南極海沿岸域における有機成分の鉛直ブラック 半田暢彦,福 地光男 「, 〃
スとその組成 星合孝男,服 部 寛
南極ブライド湾におけるグルーミング時の沈降 服部 寛 福地光男 〃 〃
粒子変動 佐々木洋,星 合孝男
南極沿岸海氷域における　Paralabidocera谷村 篤,星 合孝男 〃 It
antarcticaを 介 して の 食物 連 鎖 渡辺研太郎,福 地光男
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
南極産硬骨魚の腎及び膀胱の比較研究と氷海で 小川瑞穂,福 地光男 第10回極域生物 シンポジゥ
'87.11
の適応 ム
ショウワギス体表面粘質物から得られた糖蛋白 浅川牧夫,福 田 靖 〃 〃
質の糖組成および性質について 福地光男
飼育下における南極産魚類の成長について 榊原 茂,金 銅義隆 〃 〃
鳥羽山照夫,星 合孝男
1984年 春期における日本北東沿岸域でのクラカ桜井泰憲,阿 部恵一 〃 〃
ケアザラシ幼獣の大量出現について 内藤靖彦
カリフォルニア沖キタゾウアザラシで記録され 内藤靖彦 〃 〃
た73日 間の連続繰 り返 し潜水 B.Le　 Boeuf
浅賀朋宏
連続深度記録計により観察された営巣期のアデ 浅賀朋宏,内 藤靖彦 〃 lt
リーペンギンの潜水行動 村野正昭
南極産蘇類Bryumの 倍数生について 岡田 博,神 田啓史
亜南極地域における蘇苔類と藻類の共存関係 関 太郎,中 野武登 〃 り
大谷修司,神 田啓史
サ ロ マ 湖 のice　 algae. 渡辺研太郎,福 地光男 昭和62年 度 日本水産学会春
'87.4
谷村 篤,星 合孝男 季大会
南極海氷下部のice　algae構 成種の季節遷移渡辺研太郎 〃 〃
1986/87年 冬季サロマ湖海水および海氷中の渡辺研太郎,佐 藤博雄 昭和62年 度 日本水産学会秋
'87.10
微細藻類現存量と主要構成種 谷村 篤 福地光男 季大会
山口征矢,佐 々木洋
厚岸湖および能取湖で見られた氷中微細藻類 渡辺研太郎,河 野時広 〃 〃
(ア イ ス ア ル ジー) 井上尚文,佐 藤博雄
山口征矢
微細藻類の低温耐性について 佐藤博雄,渡 辺研太郎 〃 〃
山口征矢
冬期サロマ湖海氷下の一次生産 佐藤博雄,山 口征矢 Il ,,
渡辺研太郎
Allelopathic　 ecology　 of　 terrestrial　 algaeAkiyama,　 M. Symposium　 on　 modern
'87.9
in　 Antarctica., Ohtani,　 S. apProaches　 in　 theWest








氷床上建 築に関す る研 究 客員教授 中瀬明男,非 常勤講師 半貫敏夫,
教授 星合孝男,平 沢威男,川 口貞男,吉 田栄夫,助 手 寺井啓
あすか基地を中心とした氷床上建築物 と設備に関する研究を客員教官,観 測協力室 と共同で行っている。あすか
基地では,28次 隊が1987年2月 から越冬を開始したことにともない,次 のような観測を継続 して実施 している。
1.建 物の流動2.建 物の不同沈下3.基 地周辺の堆雪の変化4.基 地暖房の熱収支5.排 水孔の孔底の
上昇6.建 物側壁に及ぼす風圧7.建 物に及ぼす雪圧8.み ずほ基地雪洞のクリープ
(3)研 究成果の発表
学会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
雪温分布を主要因とした雪洞変形の略算につい 佐藤稔雄,半 貫敏夫 日本建築学会大会学術講演 '87.10
て 本田泰章 梗概 集1987,1404
有限要素法による雪洞変形の粘弾性解析 佐藤稔雄,半 貫敏夫 第31回 目本大学理工学部学 '87.11
本田泰章 術講演会講演論文集
119～120
温度による物性変化を考慮した粘弾性モデルに 佐藤稔雄,半 貫敏夫 日本電工学会第4回雪工学 '88.1
よる積雪の変形解析 そのL雪 洞の変形予測 本田泰章 シンポジウム論文報告集
99～104
温度による物性変化を考慮 した粘弾性モデルに 佐藤稔雄,半 貫敏夫 日本雪工学会第4回 雪工学 '88.1
よる積雪の変形解析 本田泰章 シンポジウム論文報告集
105～110
昭和基地更新計画 平山善吉,半 貫敏夫 南極地域における極地エネ '88.3
三橋博巳,小 石川政男 ルギ,雪 氷,建 築 ・土 木 及
び人間工学に関する基礎的
研 究n19～38
温度による物性変化を考慮しだ粘弾性力学モデ 佐藤稔雄,半 貫敏夫 〃 〃
ルを用いた積雪の変形解析 本田泰章 57～70
(1)雪 洞の変形解析
温度による物性変化を考慮した粘弾性力学モデ 佐藤稔雄,半 貫敏夫 〃 〃
ルを用いた積雪の変形解析 石沢賢二,本 田泰章 71～81
(2)氷 床上建築物の不同沈下計算






昭和基地とアイスランドは地磁気共役点(地 球固有磁場中の1本 の磁力線で結ばれた南北両半球の観測点)の 位
置関係にある。オーロラを発生させる荷電粒子やプラズマ波動は磁力線に沿って伝搬する基本特性 を持っている。
したがって,オ ーロラ現象の共役性 ・非共役性の観測 ・研究はオーロラ粒子の加速機構やプラズマ波動の発生 ・伝
搬特性を探る上で重要である。
共役点観測は地理的な理由から,限 られた地域しか実施できず,オ ーロラ帯に位置する共役点観測点対は昭和基
地一アイスランドの組合せ しか存在 しない。この有利な条件 を活用 しての共同研究が当研究所 と,ア イスランド大
学科学研究所間で1983年 より開始 した。共同観測として,ア イスランドにHusafel1,　 Tjornes,　 Isafjordur　 の3
点の通年観測点を設置 した。アイスランドの3観 測点は,南 極の昭和基地,み ずほ基地,ソ 連マラジョジナや基地
の共役点付近に位置 している。
昭和62年 度は61年度に引き続き,ア イスランド3観 測点において昭和基地に呼応 した超高層現象の通年連続観測
を実施 した。地磁気変動,地 磁気脈動,　CNA,　 ELF-VLF波 動等 を昭和基地とほぼ同一の規格で観測 し,デ ィジ
タルレコーダを主体とする記録装置を用いて記録を行っている。
今年度は,所 内の小野と東海大の利根川が8月 ～9月 の共役点オーロラ同時観測に参加 した。滞在中,オ ーロラ
TV観 測,フ ォトメータ観測,3観 測点の観測器保守のほかに,ア イスランド国内のHoffに おける地磁気多点観
測も実施 した。
2.グ リー ン ラ ン ドにお け る オ ー ロ ラ観 測
海外学術研究 「グリーンランド,ア イスランド,ス ピッツベルゲン地域における極域電磁現象の特性」の第2年
次にあたり,江 尻,山 岸の2名 が7月 ～8月,グ リーンランド西岸,ウ パナビーク,ゴ ッドハーブン,ソ ンドレス





1.シ ン ポ ジ ウ ム
第12回 南極陽石 シンポ ジウム
昭和62年6月8日(月)～10日(水)
上 記 シ ンポ ジ ウ ム は,6月8日 ～10日 の3日 間当 研 究 所6階 講 堂 にお い て 開催 さ れ た。ll2名 の 陽 石 研 究 者 や,
学 生 が 参 加 し,貴 重 な発 表 と活 発 な討 論 が 行 わ れ た。 ま た海 外 か ら は,米 国 か ら4名,カ ナ ダ,英 国,オ ー ス トリ
ア,ス イ ス,ポ ー ラ ン ド,ブ ラ ジ ル か ら各1名 の10名 が 参 加 した。 発 表 論 文 数 は63編 で あ っ た。8日 午 後 に は 月限
石 とY-691エ ンス タ タイ トコ ン ドラ イ トの特 別 セ ッシ ョ ンが設 け られ,コ ン ソー テ ィ ア ム 研 究 の 成 果 が 発 表 さ れ
た 。
第8回 南極 地学 シンポ ジウム
昭和62年10月22日(木)～23日(金)
固体地球物理学,地 質学,地 形学,地 球化学など,例 年通 り広範な分野の研究を8セ ッションに分け,研 究発表
と討論を行った。七一ルロンダーネ山地の調査,昭 和基地を中心とした諸観測,西 南極の国際共同観測など,陸 上
の諸調査 ・観測に加え,海 洋域での調査の成果 も報告された。特に 「南極とゴンドワナ大陸」のセ ッシ ョンでは,
南極大陸及び周辺海域における地質,岩 石,古 地磁気など広い分野の成果が発表され,一 つの地域は異なる視点か
ら眺め,新 しい知見を得ようとする努力がなされた。また,国 際的に共同で推進する予定の 「南極大陸地殻断面構
造」のワークショップをセッションの一つとし,各 分野からの研究方法やデータなどを検討 した。
総計36編 の論文が発表 され,参 加者は約90名 であった。
第10回 極域 生物 シンポ ジウム
昭和62年11月24日(火)～26日(木)
海洋生物の分野では国際バイオマス計画に関連した発表が多数あ り,特 別講演として,日 本のバイオマス観測の
レビューがなされた。また,昨 年に引き続き,南 極海域ばか りでなく,ベ ーリング海,北 海道周辺域からの発表が
目立った。陸上生物の分野では外国からの参加者が多 く,昭 和基地周辺に限らず,ド ライバレー,ケ ーシー基地周
辺,ロ ス海周辺,イ ンド基地周辺,キ ングジョージ島域等南極を広 くカバーする陸域からの発表が多かった。
口頭発表論文は海洋生物の8セ ッションで41篇,陸 上生物は3セ ッションで14篇 であった。展示発表は,そ れぞ
れ4及 び9篇 であった。 これらは,第10回 極域生物シンポジウム,プ ロシーディングスとして出版される。
第10回 極域 気水 圏 シンポジ ウム
昭和62年12月8日(火)～9日(水)
昨年より期日を2日 間として,特 別セッションを設けることとした。今年は,「 氷床コア」の特別セッションを
設け,11編 の論文発表と総合討論を行なった。一般発表では,ポ スター発表も含め6編 の北極でのコア調査の発表




今回のシンポジウムの目的は、昭和57年 ～60年 に実施 された,南 極地域における中層大気国際共同観測(MAP),
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南極及び北極域(ア イスランド)の 超高層現象総合観測の成果を発表,検 討することにあった。3日 間で55編 の講
演発表が行われ,参 加者は実人数79名 であった。発表内容は,　MAP関 連では南極のオゾンホールについて特別
セッションが設けられた。超高層物理については,太 陽圏 ・磁気圏 ・電離圏擾乱,地 磁気共役点観測,オ ーロラ関
連現象,　ULF-HF帯 波動現象の解析結果が発表された。これらの発表の他,1990年 より開始 されるSTEP計 画に
向けた,極 域における超高層物理観測の将来計画のセッションが設けられ,有 意義な討論がなされた。外国人招待




研 究 課 題 申 請 者 開 催 者
極域周回気球(ポ ーラーパ トロールバルー ン　(PPB)開 発 とそれ
を用いた研究に関する研究小集会 江 尻 全 機 昭和62年6月16日
STEP期 間中の南北両半球におけるオーロラ現象の観測及び研究に
関する研究小集会 江 尻 全 機 昭和62年7月23日
氷床コア解析に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 昭和62年3月28日
海氷域の研究に関する研究小集会 川 口 貞 男 昭和62年12月10日
定常的な気水圏観測についての研究小集会 藤 井 理 行 昭和62年3月29日
ゴンドワナ大陸の先カンプリア界対比に関する研究小集会 白 石 和 行 昭和62年6月5日
南大洋の地学調査に関する研究小集会 吉 田 栄 夫 昭和62年3月17日
炭素質陽石に関する研究小集会 '矢 内 桂 三 昭和62年1月12日
南極大陸断面構造に関する研究小集会 神 沼 克 伊 昭和62年11月27日
海氷縁辺海域の生態学的研究に関する研究小集会 福 地 光 男 昭和62年7月20日
南極藻類の収集と保存に関する研究小集会 神 田 啓 史 昭和62年6月19日


















開催月日 発 表 者 所 属 題 目
昭和62年
4.22 小 島 秀 康 炭素質限石の加水変成について
It 江 尻 全 機 EXOS-D計 画について
5.13 西 尾 文 彦 第27次隊雪氷内陸調査報告
〃 長 尾 年 恭 東京大学 ・地震研 ODP第113次 航海ウエッデル海概要
6.17 渡 邉 興 亜 ア イ ス コ ア ス タ デ ィ ー の現 状 につ い て
〃 国 分 征 東京大学 ・理学部 昼 間の オ ー ロ ラ につ い て






Introduction　 to　condition　 and　 work　 of　kola
branch　 of　polar
7.22 白 石 和 行 東南極大陸の地質とゴントワナ研究一南極からの視点一
〃 内 藤 靖 彦 動物行動記録計の最近の結果について
9.16 谷 村 篤 海氷域に生息するかいあし類の生活史と越冬形態
〃 藤 井 理 行 北極圏雪氷調査報告
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a　sutve　 of　 work　 done　 at　 the　 science　 institute
of　 the　 university　 of　 iceland
〃 遠 藤 辰 雄 北海道大学 ・低温研 我が国の降雪機構と人工降雪実験
11.4 大 谷 修 司
netrium属(緑 藻 類,ホ シ ミ ドロ 目)の 分 類 学 的 再 検
討





Brazilian　 expeditiorr　 to　antarctic　 continent　 :
Brazilian　 commander　 ferraz　 antarctic　 estatlion
ク 山 岸 久 雄
北 極 域 にお け る広 域 オー ロ ラ観 測
一 グ リー ラ ン ド ・ア イ ス ラ ン ド調 査 一
12.2




Deep　 selsmic　 reflection　 study　 in　 antarctica




12.16 菊 地 崇 電波研究所 掃 引 ビー ム リ オ メー タ に よる オー ロ ラ現 象 の観 測
〃 川 口 貞 男 オ ゾ ン ホ ー ル につ い て
昭和63年
1.20 綿 貫 豊
カモメ属における食性の種間 ・個体群聞及び個体群内
変異 と繁殖




Univ　 of　 Alaska Freezing　 Resistance　 in　polar　 fishes




Univ　 of　 VictoriaGeophysical　 Studise　 on　 Mt.　 Erebus
3.30 小 玉 正 弘 山梨医科大学 宇宙線応用学について





1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
(1)生 物系資料部門
南北両極域より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物
資料室に収納されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」として出版されている(昭 和61年
3月 発行)。
1.植 物
極 地 よ り得 られ た顕 花 植 物,隠 花 植 物 の各 標 本 の収 納 点 数 を別 表 に分 類 別,地 域 別 に ま とめ た。 そ の 他,オ ー
ス トラ リア,ア ル ゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャ ス,シ ンガ ポ ー ル,イ ギ リ ス,フ ラ ンス,東 欧 な どの 温 帯 域 か ら
も比 較 の た め採 集 及 び交 換 な どで収 集 して お り,蘇 苔 類 を主 に合 計26,000点 の標 本 が 収 納 さ れ て い る。
現 在,蘇 苔 類 の標 本 デ ー タは 国立 極 地 研 究 所 の コ ン ピュ ー タ に よ る デ ー タバ ンク に蓄 積 さ れ て い る。 内 外 の 利
用 者 の た め に種 類 別(網,科,属,種),地 域 別(植 物 区系,大 地 名)検 索 に よ る標 本 リ ス ト,ラ ベ ルの 打 ち出
し,さ らに分 布 図 の作 成 な どの利 用 シ ス テ ムが 出来 て い る。 そ の他 に写 真,図 解 入 りの ハ ン ドブ ック と して 「昭
和 基地 周辺 の 蘇苔 類 」 が 出版 され(昭 和62年3月 発 行),南 極 ・亜 南 極 の蘇 蘇 類 デ ー タ カ タ ロ グ　(Catalog　 of
moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and　 adjacent　 regions)が 出版 さ れ た(昭 和62年10月 発 行)。
植 物 標 本庫　(NIPR)　 の収 納 状 況
分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南米パタゴニア 10 600 300
亜 サ ウス ジ ョー ジ ア 50 417 50
サ ウ スオ ー クニ ー諸 島 9
ケルゲレン島 100
南 アムステルダム島 5 50
セ ン トポ ー ル 島 30
極
ク ロゼ 島
フ ォー ク ラ ン ド島
30
20 10
南 ア フ リ カ 25
西 シ グニ ー 島 20 20




極 南極半島 10 231 50 50
東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200
マ ラ ジ ョー ジ ナ や基 地 100 30
南 ケ ー シ ー基 地 280 200 50
デービス基地 60 30
極 マ ク マ ー ド基 地 100 10 30
北 カナダ ll5 800 30
ア ラ ス カ 150
極 ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50
ア イ ス ラ ン ド 30
域 ブ イ ンラ ン ド 100
そ チ リ 835
の ニ ユ ー ジラ ン ド 368
他 日本 ・欧州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100
合 計 515 225 24,161 5,440 510
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2動 物
収納 されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であり次表に示された。
1)剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ 剥製 親 2
It 〃 仔 1
〃 ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユ キ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ 剥 製 4
ア シ ナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミツバ メ 〃 1
オ オ トウ ゾ ク カ モ メ 〃 5
ア デ リー ペ ンギ ン 剥製 親 5
〃 〃 仔 3
〃 卵 6
Il 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名 点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二枚 貝類 27
ナ マ コ類 4 タ コ 類 7
ヒ トデ 類 36 線形動物 3
クモヒトデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモムシ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ類 3 腔腸動物
触手動物 ヒドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サ ン ゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4




ふ じ・しらせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集された植物プランクトン,同 定用ホルマリ
ン固定海水標本,冬 期サロマ湖から得られた同標本は次表に示された。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 1.ll 82
14 ふじ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふじ航路上 ・表面海水 14a
19 〃 〃 155
20 亨,,, 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチン観測 ・各層海水 706
24 〃 〃 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 〃 〃 〃 456
27 lt　 v,　 t. 420
28 〃 〃 〃 186
1978年 サロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3,438
その他に,ふ じ,し らせ船上より各種プランクトンネット採集で得 られた動物プランクトン標本は次表に示 さ
れた。
隊次 ノル パ ッ クネ ッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚ネット LHPR採 集器ジ ェ ッ トネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 11 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 0 0 0
26 88 110 11 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
計 471 429 28 18 24 7
3.標 本貸出 ・受入状況
1)広 島大学理学部(関 太郎)ヘ ケルゲーレン,サ ウスジョージア産蘇類29点 貸出す(6月23日)。
2)栃 木県立博物館(樋 口弘道)へ 昆虫類3点 貸出す(6月25日)。
3)横 浜国立大学教育学部(蒲 生重男)へ 南極産等脚目11点貸出す(7月14日)。
4)日 本極地研究振興会(鳥 居鉄也)へ 動物標本3点,植 物標本5点 貸出す(7月15日)。
5)東 京家政学院大学(岩 見哲夫)へ 魚類2点 貸出す(8月20日)。
6)東 村山市教育委員会(柾 田啓六)へ 動物標本8点,植 物標本6点 貸出す(8月20日)。
一63一
7)神 戸大学教育学部(武 田義明)よ り南極産蘇類115点,地 衣類221点 の寄贈を受ける(8月20日)。
8)高 知学園短期大学(吉 村 庸)へ 地衣類標本22点 貸出す(9月10日)。
9)東 京女子医大(宇 津木和夫)へ 蘇類標本ll点,地 衣類標本5点 貸出す。(9月11日)
10)佐 賀大学教育学部(宮 脇博巳)へ 蘇類12点 を貸出す(10月13日)
11)広 島大学理学部(岩 月善之助)へ 蘇類冷凍標本10点 を交換標本で送付(10月14日)。
12)愛 知技術短期大学(鎌 田哲夫)へ 南極生物標本13点 貸出(10月23日)。
13)高 知学園短大(吉 村庸)へ 南極産冷凍地衣類標本11点 を交換標本 として送付(10月29日)。
14)鳥 取大学(越 智春美)へ 南米産蘇類標本1点 を貸出す(12月23日)。
15)鳥 取大学(越 智春美)へ 南極産蘇類標本2点 貸出す(63年1月5日)。
16)ヘ ルシンキ大学(テ ウボ ・アハチ)へ 南米産地衣類29点 貸出す(1月11日)。
17)秋 田大学(井 上正鉄)へ 地衣類標本5点 貸出す(2月1日)。
18)富 山医科薬科大学(濱 田仁)へ 藻類培養株を2点 研究のため寄贈する(2月1日)。
19)ク ライストチャーチ大学(ア ラン ・ファイブ)ヘ ニュージランド産蘇類31点 を寄贈する(3月2日)
20)大 宮市都市整備公社(横 山孝)へ 動物標本14点,植 物標本5点 を貸出す(3月31日)。
(2)非 生物 系資 料 部門
当部門は極域あるいは極域に関連する地域の物理資料,岩 石資料それに一般資料の収集,整 理,保 管 とその利用
に関する業務を担っている。
物理資料庫に関 しては,昭 和基地で定常的に観測されている地震のデータを保管する一方,前 年度に引き続きセー
ルロンダーネ地域のランドサット,ス ポット衛星データの購入を進めた。また昭和基地で観測された気象のデータ
の磁気テープの整理保管 も行なった。
岩石資料庫に関しては,前 年度に引 き続きリュツォ ・ホルム湾岸から採集された岩石の整理保管を行なっている。
七一ルロンダーネ山地から採集された岩石の整理については,収 納スペースがなく今後の検討課題となった。
(3)陽 石 資料 部 門
当部門は,南 極陽石の初期処理,同 定 ・分類 を継続 して実施 している。本年度はこれまでの成果をまとめてPho
tographic　 Catalog　 of　Antarctic　 Meteorites　 (B5版,英 文298ペ ージ,カ ラー写真507点)を 作成 し,国 内外
の陽石研究者の研究機関に約600部 配布した。
また申請のあったNo.496-No.562の 研究計画のうち第14回 及び第15回 南極陽石研究委員会で採択 された66件







(*大 学 院 生)
497 Noble　 gases　 in　 Yamato-75097　 inclusionU.Ott RBegemann
498 Noble　 gases　 in　 Y-790964　 and　 Y-790143U.Ott F.Begemann
499 Oxygen　 isotopes　 in　 ureilites R.Clayton KYanai
500 炭素質コンドライト中の微量元素に関する研究 中村 昇 三沢啓司*
501 Petrology　 of　 chondrites G.Sanchez-Rubio
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No. Research　 Program Principal
InveStigatOr
Co-lnvestigator
(*大 学 院 生)
502 Petrologic　 study　 of　 chondritic　 and　 achondriticM.Prinz
meteorites
503 Cosmogenic　 nuclides　 in　 meteoritesV.Vanzani C.Tuniz,　 S.Sartori
B.Stievano
504 高分解能X線 回析及び分析電子顕微鏡による斜長石, 田賀井 篤 平 H.Fuess,　 武 田 弘
輝石の微細組織の研究 W.Muller
505 南極産エコンドライ ト明石の鉱物学,結 晶学,岩 石化 武 田 弘 池田幸雄,石 井輝秋
学的研究(継 続) 青 山亨*,　 L.Nyquist
D.Boggard,　 L.McFadden
506 月高地レゴリス角レキ岩と月陽石の比較研究(南 極産 武 田 弘 田賀井篤平,森 寛志
エコンドライ ト陽石の総合的研究の追加および国際特 D.McKay
別共同研究の提案)
507 や ま とお よび ビ ク トリア ラ ン ドユ レ イ ラ イ トの 鉱物 学, 武 田 寛 尾形浩美*,広 井孝弘*
化学的比較研究(太 陽系初期における分化過程の南極 森 寛志,佐 藤晴彦*
限石による研究の継続)
508 南極明石に基づく限石磁気学の構築 永 田 武
509 メソシデライトALH-77219の 地球化学的研究 池 田 幸 雄
510 オリビンの化学的ゾーニングからみた炭素質コンドラ 宮 本 正 道
イトの熱史の研究
511 かんらん石,液 相,金 属相への微量元素の分配に関す 増 田 彰 正 清水 洋,齋 藤 努*
る実験的研究
512 南極陽石の年代学的研究および微量元素による化学的 増 田 彰 正 清水 洋,高 橋和也*
研究(継 続)
513 コンドライト物質の相平衡実験 土 山 明 巽 好幸,磯 部博志*
514 コ ン ドリュ ー ル の輝 石 の オ シ レ タ リー ゾ ー ニ ン グ 渡 辺 聖 子 北村雅夫,森 本信男
515 炭素質コンドライ ト構成成分中の微量元素の研究 中 村 昇 三沢啓司*
516 やまと唄石中の26AI等 の測定 本 田 雅 健 永井尚生
517 月 限 石Y-82192,-82193中mafic　basaltの 岩 石 化 学福 岡 孝 昭 R.Schmitt,　 J.Delano
的研究 L.Nyquist
518 陽 石 の40Ar-39Ar　 dating 小 嶋 稔 杉浦直治,滝 上豊*
519 Chemical　 fractionations　 among　 chondritesJ.　 Wasson G.Kallemeyn,　E.Rubin
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No. Research　 Program PrincipalInVeStigatOr
Co-Investigator
(*大 学 院 生)
520 始源的陽石における24Mg過 剰 とコンドルールタイプ岡 野 純 植田千秋
の相関についての研究
521 Determination　of　 halogens　 and　 otehr　 traceC.　 Koeberl W.　 Kies1
elements　 in　 the　 fourth　 Japanese　 1皿ar　 meteo一
rite　 and　 in　the　carbonaceous　 chondrite　 Y-79171
522 Geochemical　 and　 petrologic　 studies　 of　 lunarM.　 Lindstrom D.　 Lindstrom
.
meteorltes D.　 Mittlefehldt
523 Cosrnogenic　 nuclides　 in　 ureilitesG.　 Herzog
524 Microstructure　and　 rare　 gas　 abundance　 asM.　 Zbik
results　 of　impact-modification　in　several　 kind　 of
cosmic　 genesis　 materials
525 Paleointensity　 studies　 on　 unbrecciated　 eucritesS.　 Cisowski
526 Volatile/Mobile　trace　 elements　 in　 AntarcticM.　 Lipschutz
・
meteorltes
527 Investigation　 of　halogens　 and　 otehrC.　 1(oeberl W.　 Kies1,　 G.Kurat
trace　 elements　 in　 bulk　 and　 clasts　 of　 lunar
meteorite　 Y-86032
528 南極限石の落下年代(14C) 三 浦 保 範 R.　 Beukens,
J.　Rucklidge
A.　 Litherland
529 Determination　 of　exposure　 ages　 and　 terrestria10.　 Eugster U.　 Kraehenbueh1
ages
'
530 ウィノナイ トの化学組成に関する研究 福 岡 孝 昭 木村 眞
531 ユークライ トの熱変成に関する実験的研究 森 寛 志
532 非平衡 コンドライ トのマ トリックスの鉱物学的研究 森 寛 志
533 Geochemical　 and　 petrologic　 studies　 of　 lunarM.　 Lindstrom D.　 Lindstrom
・
meteorltes D.　Mittlefehldt
534 炭素質コンドライト有機物の赤外分光測定 藪 下 信 和田一洋
535 炭素に富む順石の衝撃変成過程の実験的研究 関 根 利 守 森 寛志,武 田弘
久城育夫
536 Petrological　 study　 of　 unique　 clastsM.　 Prinz R.　 Clayton,　 C.　 Koeber1
537 Clastを 含 むYamato-75097(L6)陽 石 の4°Ar-39Ar法兼 岡 一 郎 高岡宣雄,矢 内桂三
による研究
538 Carbon-14　 ages　 of　 Yamato　 meteoritesA.Ju11 D.　 Donahue
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No. Research　 Program PrincipalInveStigatOr
Co-lnvestigator
(*大 学 院生)
539 C1コ'ン ドラ イ トマ トリ ッ クス 中 のphyllosilicate及赤井純治
び関連鉱物の高分解能分析電顕による研究
540 To　 determine　 the　 character　 and　 mineralogy　 of
Yamato-86720　 chondritic　 meteoriteA.Graham D.　 Barber,　 M.　 Grady
C.　 Pillinger
■
O.　 Eugster,　 H.　 Palme
541 南極陽石の落下年代 高 岡 宣 雄
542 Compositional-petrographic　studies　 of　 unusua1P.Warren G.　 Kallemeyn
meteorites
543 南極産ユニーク限石の総合的コンソーテイアム研究 久 城 育 夫 矢内桂三 小島秀康
池田幸雄 木村 眞
永原裕子 小沢一仁




R.　 Clayton,　 T.　 Mayeda
544 南 極 産 エ ン ス タ タ イ トコ ン ドラ イ ト,パ ラサ イ ト, 永 原 裕 子 小 沢 一 仁, 野口高明*
ユニーク陽石の岩石学的研究
545 Ureilite　 interrelationships　a 　 indicated　 byC.Pillinger M.　 Grady
carbon　 and　 nitrogen　 abundances　 and　 isotopic
..
composltlons
546 Hコ ン ドラ イ トのthermal　 history　 の解 析野 口 高 明*
547 Lコ ン ドラ イ トのthermal　 historyの 解 析久 城 育 夫 野口高明*
548 Antarctic　 carbonaceous　chondrites　 with　 C1池 田 幸 雄
affinities,Y-86720,Y-82162andB-7904
－Consortium　 study一
549 Trace　 element　 analysis　 of　ureilitesW.Boynton
550 南極陽石の風化度の研究 宮 本 正 道 矢内桂三,小島秀康
551 限 石 の4°Ar-39Ar　 dating,　 physical　 properties,杉 浦 直 治 滝上豊 (研究生)
stable,　 isotopes
552 南極炭素質コンドライト中の有機化合物の研究 下 山 晃 矢内桂三,小島秀康
553 月高地レゴリス角レキ岩と月限石の比較研究 武 田 弘 田賀井篤平,森寛志
D.　 McKay
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No. Research　 Program PrincipalInVeStigatOr
Co-Investigator
(*大 学 院 生)
554 南極産エコンドライ ト陽石の鉱物学結晶学岩石学化学 武 田 弘 森 寛志,広 井孝弘*




555 高分解能X線 回析および分析電子顕微鏡による斜長石,田賀井 篤 ギ H.　 Fuess,　 W.　 Muller
輝石の微細組織の研究 武田弘,佐 藤晴彦*
556 ユ レーライ ト中の鉱物の微細構造 とダイヤモンドの成
因
宮 本 正 道 唐戸俊一郎
557 南極産限石の古地磁気学的研究 永 田 武 田口 勇,船 木 實
558 南極産限鉄の物性的研究 永 井 寛 之 船木 實,百 瀬寛一
559 Y-86032,-793274両 陽 石 の化 学 的研 究 福 岡 孝 昭 J.Laul,　 R.Schmitt
560 ラマン分光からみた阻石中ダイヤモンドの起源 松 田 准 一 宮本正道,伊 東敬祐
561 陽石の力学的諸物性の研究 藤 井 直 之 武田 弘
562 Cosmic-ray　 exposure　 and　 terrestrial　 historiesK.Nis izumiJ.Arnold,　 J.Goswami
of　 Antarctic　 meteorites
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(4)オ ー ロラ資料 部門
当部門が担う主たる業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集 とその統一的整理 ・保管,な らびに収集 さ
れた資料 を共同利用に供することである。 さらに収集資料の至便な検索システムや解析システムの開発研究を行な
うと共に国際学術連合(ICSU)の 勧告に基づくオーロラの世界資料センタ 　ー(WDC-C2　 for　Aurora1)　 の運営
業務 をも担 う。






データ解析システムの開発研究としては,ホ ストコンピュータの機器構成を始め,特 殊用途の補助 システムの設
計を行ない,そ れらの成果が情報処理センターに積極的に取 り入れられ共同利用に供されている。特に高性能小型
計算機システムは年々多様化する極域データの処理に良 く対応 し,ま た高分解能カラー画像処理 システムは,各 種
人工衛星によるリモー ト・センシング画像処理,マ ルチバンド航空写真による地質,地 形,生 物,生 態調査の画像
処理,疑 似カラーによる3次 元情報(ダ イナ ミック ・スペクトラムやオーロラ画像)な どの処理に広 く利用 されて
いる。これらのシステムを開発し利用に供 しているのは,共 同利用機関の計算機センターの中でも特色ある存在で
ある。
また最近の情報通信化社会に対応 して,光 ディスクを用いた大量データの効率的処理/管 理手法や,情 報ネットワー
ク,衛 星回線通信,ロ ーカルエリアネットワーク(LAN),マ イクロメインフレーム結合 などの計算機間通信 な
どについて研究を行っている。
(6)低 温資料部門
当部門は,極 地域で採集された低温試料の解析およびその基礎研究を行 うとともに,低 温実験室の管理と低温貯蔵
庫の試料の保管を担当している。
試料の解析およびその基礎研究としては,氷 床 コアの各種解析,雪 氷試料の長期保存による密度,組 織,同 位体組
成などの変化に関する研究や,低 温試料の現場解析法,梱 包 ・輸送法などの研究を行っている。
試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散されている。移
動棚は,貯 蔵庫中央の通路をはさんで両側に配置 されており,一 方 は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料
(雪氷,生 物,阻 石,土 壌など)が,ま た他方にはみずほ基地の700mコ アなどの氷床掘削コアが コアケースのまま
収納 されている。収容能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床コア930m相 当である。




(1)情 報処理 セ ンター
資料系情報処理センターは,当 研究所の共同利用施設 として,汎 用大型電子計算機ホストコンピュータに備 え
たM-260シ ステムに加えて,高 性能計算機システム,高 分解能カラー画像処理システム,衛 星 リンクシステムな
どの補助システムが設置されており,双 方が有機的に接続されたシステム構成 となっている。これらのシステムを
利用 して,極 域観測データ,人 口衛星受信データなどのデータ処理,及 び各種科学計算を主 とする処理が行 われて
いる。またデータベースシステムとしては,気 象 ・重力 ・海洋 ・地質 ・限石 ・生物のデータ,極 地関係の文献情報,
及び南極/北 極地域の地図データが構築されており利用に供 している。
M-260Hシ ステムは,昭 和61年12月 末に機種変更を行ったHITAC　 M-260H中 央演算処理装置及び周辺機器を
基本的に引 き続 き使用 しているが,昭 和62年2月 に周辺機器を中心に増設/変 更が行われた。主なハードウェア構
成を示すと,主 記憶容量32MB,磁 気ディスク容量10GB,磁 気テープ装置7台,2020ワ ークステーション18台、205
0ワ ークステーション6台,画 像ファイリング端末　(Hitfile650)　5台,カ ット紙型漢字プリンタ2台,連 続紙型漢
字プリンタ1台,光 ディスク装置4台 である。加えて,参 加が計画 されている学術情報ネットワークへの接続用フ
ロントエンドプロセッサなども設置 された。ソフ トウェア面では,オ ペレーションシステムとして31ビ ットのア ド
レス空間をもつ新 タイプのVOS3-ESIが 採用され,ユ ーザの使用できるメモリ量が飛躍的に拡張 された。 これは
ユーザがメモリの制限を受けずにプログラムが可能であることを意味し,特 に画像解析を主とする大規模なプログ
ラムの処理に活路を開いた。
高性能小型計算機 システムは,極 域観測で得 られたデータを計算機処理化するための汎用データ収集システムで
あり,気 象衛星データ処理,　PCMデ ータ処理,A/D変 換処理,周 波数解析処理などのデータ収集機能を有 してい
る。またカラー写真入出力装置も付加されている。本システムは,M-260Hシ ステムとデータ交換制御装置 による
オンライン接続されてお り,収 集データをM-260シ ステムの磁気ディスクや磁気テープに直接記録することができ
処理効率を高めている。
高分解能カラー画像処理システムは,M-260Hシ ステムに接続されたカラーグラフィックディスプ レイと前述の






















オーロラ世界資料センター　(WDC-C2　 for　Aurora)は,資 料系オーロラ資料部門が管理 ・運営し,管 理資料棟
5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼閲覧室を有している。当センターに保管される資料は,　WDCパ ネルが示す作
業指針を基本とし,学 問の進展に伴う研究者の要望資料をも経済的物理的事情を勘案 した上で収集する方針として
る。資料保管庫は冷暖房 ・除湿器を備えているとともに,リ ーダプリンター利用による簡単な閲覧と複写が可能 と
なっている。データ収納能力は,35mmマ イクロフィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気テープ約1,900本 、マ
イクロフィシュカード数1,000枚 である。本年度は,　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学部)と の共同
によるAEデ ータブックの出版も行われた。
本年度までに収集 したデータの概数を次表に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1970年 ～1986年 2,100巻/100ft
16mm全 天 カ メ ラ フ ィル ム(一 部 編 集 不 能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft
35mm全 天 カ メ ラ オ リジ ナ ル フ ィ ル ム 1970年 ～1986年 240巻/1,000ft
昭 35mm全 天 カ メ ラ長 尺 保 存 フ イル ム 1970年 ～1978年 120巻/1,000ft
和 地磁気3成 分オリジナルチャート記録










地 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1966年 ～1986年 23一 フ ァ イ ル
資 絶対測定記録簿 1976年 ～1986年 3一 フ ァ イ ル
料
超高層現象相関記録マイクロフィルム




55一 フ ァイ ル
計算機取 り込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 約55冊
DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1986年 200巻/100ft
South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1986年 1,999巻/100ft
Halley　 Bay基 地全 天 カメ ラ フ ィル ム 1976年 ～1986年 237巻/100ft
Mawson基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 227巻/100ft
Casy基 地 全 天 カメ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 276巻/100ft
Maquarie島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 488巻/100ft
Davig基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1977年 200巻/100ft
地磁気マイクロフィルム(約55基 地) 1976年 ～1984年 525巻/100ft
地磁気マイクロフィルム(約5基 地) 1979年 ～1984年 約50枚
IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA　 &　TIROS　 (粒子)　MT 1978年 ～1986年 400巻
DMSP　 (粒子)　MT 1979年 ～1986年 200巻
Data　 Book等(閲 覧 用) 約250冊
日本学術会議資 地磁気マイクロフイルム 1957年 以 降 6,200巻/100ft
料室より管理換え 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft




験室,-20℃ の強制対流冷却の実験室と貯蔵庫からなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時
間内である。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は,434名 であった。主な利用は,み ずほ700m氷 床コアの処理作業、
北極スピッツベルゲンコアの解析作業,雪 氷 コアのγ線密度測定などの解析作業,氷 床コア中の炭酸ガス抽出装置
の実験などで,他 に第29次 観測隊関連の利用があった。
低 温室 月 別 利 用 人 数
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IV　南極地域観測事業
1第28次 南 極 地 域 観 測 隊
(1)第28次 南極 地域観測 隊編成及び観測 項 目
第28次 南極地域観測隊編成
人員52名(越 冬隊37名,夏 隊15名)
1.越 冬隊 (昭和61年ll月14日 現 在)
部 門 氏 名 所 属
副隊長兼越冬隊長 大 山 佳 邦 国立極地研究所研究系
副隊長兼越冬副隊長 鮎 川 勝* 国立極地研究所資料系
定常観測 気 象 金 戸 進 気象庁観測部南極観測事務室
〃 菅 原 英 敏 〃
Ip 萩 原 裕 之 〃
り 山 本 哲 り
電 離 層 稲 森 康 治 郵政省電波研究所情報管理部情報省理課
地 球 物 理 赤 松 純 平 京都大学防災研究所
研究観測 宙 空 系 宮 岡 宏 国立極地研究所研究系
〃 向 井 裕 之 郵政省電波研究所標準測定部較正検定課
tt 斎 藤 浩 明 電気通信大学電気通信学部
雪氷 ・地 学 系 渋 谷 和 雄* 国立極地研究所研究系
〃 酒 井 量 基* 国立極地研究所事業部
気 水 圏 系 山 内 恭 国立極地研究所研究系
tt 高 部 広 昭 (国立極地研究所事業部)
生物 ・医 学 系 持 田 幸 良 東北大学理学部
〃 菅 原 裕 規 (国立極地研究所事業部)
設 営 機 械 馬 場 廣 明 (国立極地研究所事業部)
〃 曽 根 一 俊 (〃 )
〃 中 西 実 (〃 )
〃 酒 井 美 明 (〃 )
〃 高 橋 茂 夫* (〃 )
〃 野 崎 勝 利* 埼玉大学施設課
通 信 中 山 康 (国立極地研究所事業部)
〃 伊 禮 朝 詞 海上保安庁警備救難部管理課
〃 大 坂 孝 夫* (国立極地研究所事業部)
調 理 磯 昭 夫 (国立極地研究所事業部)
〃 平 重 喜 海上保安庁警備救難部管理課
医 療 宮 田 幸比古 (国立極地研究所事業部)
〃 中 村 博 史 (〃 )
〃 高 木 知 敬* (〃 )
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部 門 氏 名 所 属
設 営 航 空
〃
〃
有 賀 文 昭





設 営 一 般
〃
り
穐 丸 寿 美
森 本 建 司




(注)*印 は,あ すか観測拠点越冬者 を示す。
2.夏 隊
部 門 氏 名 所 属
隊 長 星 合 孝 男 国立極地研究所(企 画調整官)
定常観測 海 洋 物 理 道 田 豊 海上保安庁水路部海洋調査課
海 洋 化 学 稲 積 忍 海上保安庁水路部海洋情報課
海 洋 生 物 窪 寺 恒 己 国立科学博物館動物研究部
測 地 田 中 幸 生 国土地理院測図部地形課
研究観測 雪氷 ・地 学 系 平 川 一 臣 山梨大学教育学部
〃 福 田 洋 一 弘前大学理学部
り 松 岡 憲 知 (国立極地研究所事業部)
Ir 高 橋 裕 平 通産省工業技術院地質調査所
,, 小 山 内 康 人 (国立極地研究所事業部)
〃 先 山 徹 (〃)
設 営 設 営 一 般 寺 井 啓 国立極地研究所研究系
〃 石 沢 賢 二 国立極地研究所事業部
〃 宮 下 良 雄 鳴門教育大学施設課
〃 村 松 金 一 (国立極地研究所事業部)
○同行者
氏 名 所 属
小久保 芳 男 運輸省船舶技術研究所
山 口 栄 三 日立造船株式会社技術研究所
直 井 秀 明 川崎重工業株式会社船舶事業部技術室開発部
横 田 義 友 海上保安庁海上保安大学校
Hugo　 Decleirベルギー国ブラッセル自由大学





部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関








海 洋 生 物 ・海洋生物観測 窪 寺 恒 己 国立極地研究所
測 地 ・航空写真撮影 田 中 幸 生 国土地理院
〔研究観測 〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者
東クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究計画 平 川 一 臣
・七 一 ル ロ ン ダー ネ 山地 地学 調 査 松 岡 憲 知
雪 氷 ・地 学 系
・基盤地質及び露岩地形に関する研究 高 橋 裕 平
吉 田 栄 夫・南極阻石に関する研究 小 山 内 康 人
・周辺海域の地殻物理の研究 先 山 徹
福 田 洋 一
2.昭 和基地,み ずほ基地,あ すか観測拠点及びその周辺での越冬観測
〔定常観測 〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
極 光 ・ 夜 光
・写真観測




















菅 原 英 敏
荻 原 裕 之
山 本 哲
気象庁
潮 汐 ・潮汐観測 赤 松 純 平 海上保安庁
地 震
・自然地震観測





部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者
テレメ トリーによる人工衛星観測 宮 岡 宏
宙 空 系 極域撹乱と磁気圏構造の総合観測 向 井 裕 之 平 澤 威 男
観測点群による超高層観測 斎 藤 浩 明
東クイーンモー ドランド地域の雪氷地学研究計画
雪 氷 ・地 学 系
・セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 地 学 調 査
・基 盤 地 質
渋 谷 和 雄
酒 井 量 基
吉 田 栄 夫
・地形及び地殻構造に関する研究
南極域における気候変動に関する総合研究計画
気 水 圏 系
・大気状態の年々変動の観測
・雲の変動の観測 山 内 恭
高 部 広 昭





生 物 ・医 学 系
・蘇類群落の微気象調査
・微小動物の分,生 活史及び耐凍性の調査
持 田 幸 良
菅 原 裕 規





〔目 的〕 第28次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備に資するため,隊 員候補者に対して,冬 期の寒冷
地において雪中行動等に関する各種訓練を実施 した。
〔期 間 〕 昭和61年3月10日 ～3月14日
〔場 所 〕 乗鞍岳位ケ原山荘を中心とする乗鞍高原一帯
〔参加者 〕 星合孝男隊長,大 山佳邦副隊長 ・鮎川勝副隊長,隊 員37名,関 係者15名,計55名
第28次 南極地域観測隊員夏期訓練
〔目 的〕 第28次南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等 に関する講義 を行い,所 要
の知識や技術を習得 させると共に,団 体生活をとおして隊員の相互理解を深めるために実施 した。
〔期 間〕 昭和62年6月24[ヨ ～6月28日
〔場 所〕 文部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原一帯
〔参加者〕 星合孝男隊長,大 山佳邦副隊長,鮎 川勝副隊長,隊 員49名,関 係者18名,計70名
第28次 南極地域観測隊部門別訓練
観測隊部門別訓練は南極地域において,必要な機器の取 り扱いや保守訓練,オ ペレーシ ョンを円滑に進めるため





第28次 南極地域観測隊(隊 長 星合孝男 以下52名,う ち夏隊15名)は,海 上保安庁,運 輸省船舶技術研究所
からのオブザーバー4名 とともに,昭 和61年11月14日 「しらせ」に乗船し東京港を出港,　ll月28日 から12月3日
の間,西 オーストラリアのフリマントル港に寄港した後,南 極に向かった。フリマントルでは,南 極条約に基づ
くベルギーからの交換科学者2名 が乗船 し,オ ーストラリア気象局から依頼のあった気象観測用ブイ4基 を搭載
した。12月8日 南緯55度 を通過 し,17日 にブランド湾に到着 した。
12月18日 から翌月1月4ま での間に,輸 送拠点である30マ イル地点及びLoへ の輸送を行い,約305ト ンの物資
を空輸 した。これと平行 して,あ すか観測拠点の建設及び航空写真撮影を実施 した。1月4日 以降,あ すかで越
冬を予定されていた8名 と,夏 隊員4名 とで継続 し,昭 和基地で越冬を予定されていた隊員,船 上観測担当隊員
は 「しらせ」により,1月5日 昭和基地に向かった。セールロンダーネ山地地域の地学調査に従事する隊員,交
換科学者も1月7日 あすか観測拠点を出発 した。これまでの間に航空写真撮影は12月26日 をもって終了,12月30
日にはあすか観測地点の観測棟が建ち上がった。
昭和62年1月8日,昭 和基地北西40マ イルから第一便を飛ばした後,「 しらせ」は1月9日 朝,見 晴 らし岩
沖に接岸 した。同日から,氷 上輸送,野 外観測のための人員送 り込みを開始 し,　ll日から空輸による物資輸送を
行い,16日 には全物資の輸送を完了した。昭和基地における建設作業は1月 末 までにほぼ終了し,2月1日 には、
昭和基地での越冬隊交代が行われた。2月4日,「 しらせ」はリュッォ・ホルム湾を離れ,海 洋観測を実施 しつ
つ,翌5日 にはブライ ド湾に到着 した。この間にあって,1月28日 には,あ すか観測拠点の主屋棟 と発電棟 を結
ぶ通路の建設が終了した。また,第27次 内陸調査隊もあすか観測拠点に到着,七 一ルロンダーネ山地地域地学調
査隊も,ほ ぼその計画を消化しており,こ れらの人員並びにあすか建設の夏隊員の 「しらせ」への収容を,2月
10日から14日 までの間に逐次行 った。以後,海 洋観測を行いつつ北上し,3月6日,南 緯55度 を通過,3月5日
から21日 までポー トルイスに,4月3日 から9日 までシンガポールにそれぞれ寄港 し,4月20日 東京港に帰着 し
た。
なお,オ ブザーバーによる 「しらせ」の航行性能試験は,「 しらせ」側と協議 しつつ,条 件の許す範囲で実施
した。
2.あ すか観測拠点及びセールロンダーネ山地地域オペレーション
第27次 越冬隊が,七 一ルロンダーネ地域における航空オペ レーションを実施するため,す でに,あ すか観測拠
点に滞在 し,　Loま でのルー ト整備,30マ イル地点での受入れ作業等を実施 してあり,以 後の行動力溶易になった。
(1)輸 送
12月18日,2便 をもってあすか観測拠点への急送物資約2.5ト ン,人 員15名 を送り込んだものの,空 輸可能
な天候が続かず,30マ イル地点への輸送に難渋 した。しかし,1月4日 までに約305ト ンの物資 を空輸 した。
この間,12月23日 には,　Loへ の重量物のスリング輸送(9便)を 行い,26日 には凍結を避ける必要のある物資
約6ト ンをあすか観測拠点へ直送(4便)し た。物資輸送には合計176便 を要 した。
(2)あ すか観測拠点建設
インマルサットによる日本との交信が1月 上旬から可能となった。
12月30日 観測棟の工事がほぼ終了 したのに引き続き,1月 上旬前半には,冷 凍庫,造 水槽,仮 設作業棟の建
設が、ほぼ終了 した。通路の建設は1月28日 には終了 し,排 水設備 も2月9日 に完成 した。
(3)航 空写真撮影
測地担当隊員が実施 したが,航 空機の運用は第27次越冬隊の責任で行った。5フ ライ ト,19時 間20分 の飛行
を行い,七 一ルロンダーネ山地上25コ ースの撮影を行った。
(4)七 一ルロンダーネ山地地域地学調査
ブラットニーバネ,ル ンケリッゲン,ナ ーフィエルと順次キャンプ地を移 し,地 理 地形,地 質の調査,基
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準点測量を行った。なお,交 換科学者は氷床の形態,流 動の調査を行った。
また,昭 和基地との重力結合を行うため,シ ール岩,30マ イル地点で重力測定を行った。
(5)船 上観測
昭和基地への回航に先立って実施を計画 していたブライド湾での観測は,氷 状が悪 く実施できず,2月 に予





バルク燃料(330k1)の パイプ輸送,重 量物(75ト ン)の 氷上輸送を1月9,10の 両 日実施 した。観測,設
営資材,約250ト ンの本格空輸を11日から16日 までの間に実施 し,空 輸便数は176便 であった。なお,ヘ リウム
カー ドはスリング輸送 した。
(2)建 設
ピロータンク2基 の設置,送 電線架台の設置,作 業工作棟への防雪庇の取 り付けを行 った。 また,通 信棟,
環境科学棟の再塗装を行った。 さらに,験 潮儀の更新設置,気 象衛星データ処理装置の設置,西 オングルテレ
メーターサイ トの整備 を行った。
(3)み ずほ旅行
1月9日,Sl6へ の送り込みを行った。10日S18に 無人気象観測 装置を設置 した後,み ずほ基地へ向かい,1
4日 から17日の間でみずほ基地に無人気象観測装置を設置し,19日 にS16着,と っつきルー トを整備 した後,20
日昭和基地へ帰着した。
(4)野 外調査
ラングホブデ雪鳥沢の生物調査,ル ンドボークスヘッタ,ス カーレンの生物調査,化 学分析用試水の採取,
重力測定を実施 した。また,「 しらせ」周辺の海氷域において,生 物採取,海 洋観測を適宜実施した。
4.船 上観測
走行中実施可能な,表 面観測,　XBT観 測,生 物連続モニタリングシステムによる観測,海 上重力観測は,往 復
路とも実施 し,停 船,あ るいは減速を要する観測は帰路のみ実施 した。電離層観測は往路のみ行い,分 析用大気
の採取は往復路実施 した。





第28次 越冬隊は,昭 和62年2月1日 より基地の運営を前次隊から引継 ぎ,昭 和63年1月31日,観 測 ・設営の
任務を果たして越冬を終了 した。この間各定常観測,研 究観測は計画どおり実施され,多 くの成果を得た。 こ
れらの観測のため内陸旅行,沿 岸旅行,沿 岸観測小舎での長期滞在を行い,ま た昭和基地,あ すか観測拠点に
おいて航空機観測を実施 した。観測活動 と同時に基地の維持 ・運営にも努め,順 調に越冬生活を終えることが
てきた。








極光 ・夜光観測:全 天カメラによる観測を119日 間実施 し,9,400フ ィー ト(25巻)の フィルム記録を得た。
地磁気観測:地 磁気3成 分の連続観測,絶 対観測とも良好なデータを得た。
地震観測:従 来のモニタ記録が上下動成分のみであったものを3成 分記録に改良し,年 間を通 じて良好な
データを得た。
潮汐観測:従 来の験潮儀に加え,新 たに設置 した験潮儀 との併行観測を実施 し,良 好なデータを得た。
(3)気 象
地上気象観測:年 間を通 じて順調に観測を実施 した。
高層気象観測:強 風時の欠測のほかは順調に観測を実施 した。
特殊ゾンデ観測:オ ゾンゾンデ31台,輻 射ゾンデ21台飛揚。オゾンゾンデはイン ド隊からの要請があり,
同時飛揚やデータ交換を実施 した。
オゾン全量観測:太 陽光のほか,冬 期月光による観測 も実施 した。
天気解析:気 象衛星写真のほか,南 極各基地の観測資料等を用いて実施 した。




超高層現象のモニタリング:地 磁気脈動,VLF自 然電波,銀 河電波雑音の観測を順調に実施した。
オ ー ロ ラ 光 学 観 測:フ ォトメータ,高 感度テレビカメラにより観測した。また,同 時多点観測も
実施した。
人 工 衛 星 受 信:　NOAA-9,　 -10,　EXOS-C,　 ISISを 順調に受信 した。
電 離 層 吸 収 観 測:マ チルビーム,リ オメータによる下降電子の観測を年間を通じて実施 した。
極 域 周 回 気 球 実 験:2機 の打ち上げ実験 を実施し,周 回には至らなかったものの,今 後への見通
しを得た。
電 磁 環 境 測 定:基 地内での測定のほか,沿 岸,大 陸上において数回の実験を実施 した。
(2)気 水圏系
長期研究計画 「南極域における気候変動に関する総合研究」(5年 計画)の 初年度にあたり衛星画像処理
装置を導入したほか,無 人気象観測装置の設置,航 空機観測等を実施 した。
NOAA衛 星データの受信:雲,海 氷,氷 床画像等の処理は現地で実施するとともに,温 度分布,オ ゾン、
水蒸気量のデータを得た。
放 射 観 測:分 光 日射計による地表(海 氷上)で の可視,赤 外の連続観測を実施するとと
もに放射ゾンデ ・航空機による雲の上 ・下での比較観測 も行った。
マ イ ク ロ 波 観 測:航 空機により,海 氷,大 陸氷床等からのマイクロ波放射のデータを得た。
オ ゾ ン鉛 直 分 布 観 測:定 常気象部門との共同により,オ ゾンゾンデによる観測を実施 した。
二 酸化 炭素 の連 続 測 定:年 間を通 じて良好なデータを得た。
大 気 微 量 成 分:プ レオン,メ タン,窒 素酸化物用に隔月毎に大気を採取 した。
無 人 気 象 観 測:み ずほ基地及びS18に 設置。アルゴス型に一時データ送信の中断があったが、
CMOS-IC型 は順調に収録 した。
(3)雪 氷 ・地学系
自 然 地 震 の 多 点 観 測:昭 和基地 と大陸露岩上に2点 の観測装置を設置 し,地 震波伝播特性,地 殻構
造,地 震活動のデータを得た。
重 力 地 球 潮 汐 観 測:冬 期アンプ系が不安定であったが,年 間を通 じてデータを得た。
(4)生 物 ・医学系
長期研究計画 「陸上生態系構造の研究」(4年 計画)の 初年度にあたり微気象記録装置を導入 し,ラ ング
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ホブデに長期滞在 して調査 を実施 した。
蘇類 群落 の微 気 象調 査:ラ ングホブデ,ユ キ ドリ沢の上 ・中 ・下流に微気象計を設置 し,10月 下旬か
ら連続記録を開始 した。
蘇類 ・地衣類の立地条件:西 オングル,ラ ングホブデにおいて植物群落 と微細地形,表 層物質との関係
を調査 し,植 生図の作成を試みた。
微小動物 の分布 ・生活史:土 壌動物や植物群落内の微小動物の採集を実施,新 たにササラダニの一種を
発見 した。
持 込 み 動 物 の 調 査:定 期的に基地内のほこりを採取 した。
湖 沼 の 調 査:西 オングル大池において毎月採水を実施 した。
環 境 モ ニ タ リ ン グ:土 壌藻類,細 菌サンプルを所定の場所で採集 し,大 型動物のセンサスを実施
した。
血小板凝集能,血 液粘度の測定:同 一被験者につき隔月の測定 と内陸旅行の前後に実施 した。
赤 血 球 変 形 能 の 測 定:越 冬中4回 同一の被験者について実施。
電 解 質 の 測 定:尿,血 液中の電解質の測定を実施 した。
4.基 地の維持
昭和基地建物周辺の環境整備を実施するとともに,建 物の安全点検と修理,防 火施設の点検補修を実施した。
また,毎 月1回 消火訓練を実施 し,基 地生活における防火意識を高めるよう努めた。
みずほ基地は無人となったが,無 人気象観測装置を設置 し,そ の点検を兼ねた旅行隊は基地施設の点検を実
施 し,発 電設備の運転を行い良好に保たれていることを確認 した。
5.航 空機の運用
昭和基地,あ すか観測拠点でピラタス,セ スナ両機の運用を行い,放 射観測,マ イクロ波観測,航 空磁気測
量、アイスレーダ観測,動 物センサス,そ の他のフライ トを実施 した。
6.内 陸旅行
内陸旅行 としては,み がほ基地往復にとどまり,無 人観測装置及び基地施設の点検,保 守に努めた。
Hあ すか観測拠点
1.概 要
あすか観測拠点(以 下 「基地」と記す。)で 初の越冬観測を実施 した。昭和62年2月20日 を正式な越冬成
立日とし,12月28日 第29次 隊 「あすか」越冬隊に基地の維持 ・運営を引継 ぐまで,ほ ぼ計画 どおりの観測 を実









地上気象観測:国 際気象地点番号(ASUKA,89524)を 得て,地 上気象観測を開始 した。観測 は順調に
実施 ・経過 して,昭 和基地経由でSYNOP通 報を実施した。
大気サ ンプリング:航 空機により12月期CO,サ ンプリングを行った。
(3)雪 氷 ・地学系
長期研究計画 「東 クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究計画」(7年 計画6年 次)に 基づ き,基 盤
地形や地殻構造の解明を主たる研究課題 として航空機観測,野 外観測及び基地観測を実施 した。
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航空機観測:航 空磁気測量,ア イスレーダによる氷厚測量及び氷床形態観測を実施 し,基 盤地形 ・地殻構
造研究に関する良好なデータを得た。
野 外 観 測:ラ コステ重力計,プ ロトン磁力計及び人工衛星受信機などを用い,ル ー ト沿いの移動観測を
実施 し,氷 床下地下構造に関するデータを得た。また,雪 尺測定をも実施した。









建築物によるドリフ トの発生とその形態変化の追跡,積 雪量の推移追跡を実施 した。
3.基 地の維持,管 理
基地周辺は傾斜下降風帯の特徴的な地吹雪が越冬期間の約60%を 占めて発生 し,基 地の維持は安全対策上出
入口確保や屋外デポ物資の管理等雪対策が重要であった。基地内部施設は,年 間を通 じ概ね所期の機能を有 し




① 期 間 昭和63年1月3日 ～昭和63年2月8日
② 派遣者 小野高幸(国 立極地研究所)






昭和基地はリュッォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁から西 に約4㎞ 離れた東 オングル島の上にあ り,天 測点は
69°00'22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mあ る。
○建 築 物
通路等を含む建物の総床面積は約4407.1㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケッ ト関係棟




昭和基地電源としては,新 発電棟に200KVA(160kw)発 電機3台 が配備されてお り,通 常は200KVA発 電機1
基運転で全ての電力をまかなっているが,必 要に応 じて2基 並列運転も可能である。
○車両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプトラック等の装輪車があり,冬 期作業用としてブルドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモー ビル等が配置 されている。
また,小 型航空機(ピ ラタスポーターPC-6,セ スナ185)を 運用する年もある。
○通 信
インマルサ ットが導入された現在では,定 期的に極地研究所との間でインマルサッ トFAXの 通信が行 われ,文
章,図 面等の送受信が行われている。また必要に応 じ,電 話やテレックス等も使用できる。インサルマッ トの場合
は通信衛星を利用 しているので電波伝播状態,ノ イズ等の問題はなく安定 した通信が確保できている。
なお,電 報については,1日1回 昭和基地時間で12:20か ら始まるNTT銚 子無線電報局との通信で送受信される。
また,「 なんきょくほんぶ」局(KDD経 由)と の定時通信が毎月第2水 曜日に文部省の電話連絡が行われ,必
要に応 じ極地研究所 との模写通信(FAX>の 送受信が行うことができる。 しか し,電 報及び,「 なんきょくほん
ぶ」局 との通信は,短 波回線を利用 しているため,電 離層の状態により左右される。その他,モ ーソン基地 との気
象電報等の送受,共 同FAXニ ュースの受信が毎日行われている。また昭和61年5月 より昭和基地 との間でインマ
ルサ ット回線を利用 した静止画像伝送(SSTV)の 運用が開始された。
○医 療
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昭 和 基 地 建 物
建 物 名
建設年 (隊次) 構 造




















































木 製 パ ネ ル






旧 地 震 感 窪 窪
1967 (8)






第 9 発 電 棟
1968 (9)
270.0
軽 量 鉄 骨,折 板
110KVA2基,食 料 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室
第 9 居 住 棟
1968 (9)
100.0
高 床,木 製 パ ネ ル
個 室10,ラ ウ ンジ
第 10 居 住 棟
1969 (10)
100.0
高 床,木 製 パ ネ ル
個 室10,ラ ウ ンジ
レー ダー テ レメー ター 室
1969 (10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ トレー ダー,テ レメ ー ター セ ン ター
コ ン トロ ー ル セ ン タ ー
1969 (10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室
組 立 調 整 室
1969 (10)
86.4
高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャー
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建 物 名
建設年 (隊次) 構 造




鉄 骨,コ ン ク リ ー ト床,
ロ ケ ッ ト発 射
タ ー ン タ ー ブ ル,上 屋 な し





























気象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ













































夏 期 隊 員 宿 舎
1978.80(20,21)
302.4
高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂









200KVA発 電機3基,冷 蔵 ・冷凍庫,便 所,風 呂,暗 室,理 髪室
2階 建













(昭和45年)に コルゲート棟を設置 したのを初めとして年々拡充されたが,27次 隊で閉鎖され28次 隊から無人観測
点として機能 している。毎年,昭 和基地から数回保守に出かけている。
○建 設 物
雪面下にコルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ーレックス棟,超 高層観測室,医 療棟の計6棟,延 床面積106㎡ の建
物の他,ト レンチを利用 した発電機室,ボ ーリング場,雪 洞による実験室がある。ま.た地上には,通 信用アンテナ,
30mの 気象タワーなどが設置されている。
○電 力 等
16KVA(12.8KW)と12KVA(9.6KW)発電機を有 し,居 住棟 と観測棟の暖房 と風呂は発電機エンジンの冷
却水熱を利用 して行えるようになってお り,他 の建物の暖房は電力によるパネルヒーターが使用できる。
みず ほ基地 平面図(石 沢賢 二氏 原図 を利 用)























13.ボ ー リン グ場
14.装 備 室
15.雪 氷 倉 庫
16.雪 氷 実験 室
17.リ オ メ ータ ア ンテ ナ室
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5.あ すか観測拠点の施設概要
あすか観測拠点は,ブ ライ ド湾から約140kmほ ど内陸に入った氷床上の基地で,第26次 観測隊から建設が始 まり,
第28次隊で越冬が開始 された。位置は,南 緯71°31'34",東 経24°08'17",標 高930mで ある。



























































あ す か 観 測 拠 点 建 物 一 覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途





14.6 1986年(27次)で 移 設 。 倉 庫
主 屋 棟
1984(26)木製パネル
100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(27)木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28)木製パネル









昭和62年 度の南極地域観測に係る資料整理は,第27次 越冬隊及び第28次夏隊その他の観測で得 られた以下の資料
等について実施 された。
これらの資料整理は順調に進み,研 究発表は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,南 極資料,　JARE　 Dara
Reports及 び関係学会誌において行われている。
観 測 項 目 デ ー タ 内 容1記 録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量{保 管機関
定常 ・気象 手塚 正一














サ ン フ ォ トメー タ 自記記録紙,FD
特殊ゾンデ観測 特殊ゾンデ観測記録 随時
定常 ・電離層 鈴木 晃
電離層観測 イ オ ノ グ ラム 1986.1.20～ 35mmフ ィ ル ム100フ ィ ー ト 52巻 電波研究所
1987.1.19Aス コープ 周波数掃引
オ ー ロ ラ レー ダ 50MHz　 Aス コー プ1986.1.20～ 35mmフ ィ ル ム100フ ィ ー ト 49巻
観測 1986.12.23 コマ撮 り
50MHz　 流 し撮 り1986.1.20～ 35mmフ ィ ル ム100フ ィ ー ト 47巻 〃
1986.12.23 流 し撮 り
112MHz流 し撮 り1986.1.20～ 同 上 35巻
1987.1.17
電離層吸収観測 リ オ メ ー タ20.30.50 1986.2.1.～ レクチグラフ記録紙 526m
MHz 1987.L31 (380mm×200m)
マグネH成 分 4チ ャ ン ネル1mm/分
リオ メー タ　30MHz 同 上 レクチグラフ記録紙 526m
マグネH成 分 (200mm×200m)
l　mm/分 ㌧
HF電 界強度 同 上 同 上 526m
8,10MHz
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関
オメガ電波受信 位相 ・電界強度 E906　 ANF 電波研究所
A 同 上 打点式記録紙25mm/時 12巻
B 同 上 同 上 12巻
総合記録 オ メ ガ,リ オ メ ー タ, 1986.2.1～ E906　 ANF 12巻
HF電 測, 1987.1.31打点式記録紙25mm/時 〃
オー ロ ラ レー ダ
定常 ・地球物理 内田邦夫(*)荻 無里立人
極光 ・夜光 全天カメラ写真 1986.2.17～ 35%　 KODAK　 4-X 35巻 国立極地
1986.10.6400feet,ISO400 研究所
地 磁 気 フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1986.2.1～ 3チ ャンネル 打点式記録紙 12巻 〃
磁力計3成 分 1987.1.312.5cm/h,　 YHPレ コ ー ダ
フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1986.2.1～ 1チ ャ ン ネル 記 録,5cm/h 24巻 〃
H成 分 1987.1.31YHPレ コー ダ
D成 分 同 上 同 上 24巻
Z成 分 同 上 同 上 24巻
K指 数 1986.2.1～ K指 数読取簿 12枚 tp
1987.1.31
絶対観測結果 1986.2.2～ 観測野帳 13回 〃
1987.1.14 観測分
地 震 地震波 1986.2.1～ 記録綴目本電気三栄 レコーダ 24冊 〃
HES型 及び 1987.1.31
PELS型 による 同 上 計測用磁気テープ 12巻 t)
(但し長期 %イ ンチ3600フ ィー ト
欠測あり) 7チ ャ ンネ ル,0.061PS
TEAC
デ ー タ レ コー ダ
R-950L
電算機用磁気テープ 1巻 〃
1200フ ィ ー ト (編集済)
地震自動観測装置
潮 汐 験潮記録 1986.2.1～ 記録紙　CHINOレ コーダ 3巻 海上保安庁
1987.1.313cm/h 水路部
(*)潮 汐 デ ィ ジ タ ル 1986.2.1～ 電算機用磁気テープ 1巻 〃
デ ー タ 1987.1.31 1600BPI
2400フ ィー ト　MELCOM
70/25
グ ラ フ ィ ッ クハ ー ドコ ピーB5版 25枚 〃
1週 間/枚,テ ク トロ4631
宙空 ・地上観測(1)大 和田 毅 ・荻無里立人
超高層モニタ 相関記録 1986.1.30～ 計測用磁気テープ%イ ンチ 25巻 国立極地
リ ング (マ グ ネH,　 CNA, 1987.2.1 3600フ ィ ー ト 研究所
地磁気脈動,　VLF 7チ ャ ン ネ ルFM記 録,0.031PS
TEAC　 R-950Lデ ー タ レ コー ダ
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関
相関記録 1986.1.30～ 8チ ャンネル 感熱記録紙 14巻 国立極地
(マ グ ネH,　 CNA, 1987.2.1 30cm/h 研究所
地磁気脈動,　VLF 28日/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ
地磁気三成分 1986.2.1～ 3チ ャンネル 感熱記録紙 3巻 〃
(EDA) 1987.2.1 2.5cm/h
4ケ 月/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ
(島津) 1986.1.24～ 3チ ャンネル 打点式記録紙 46巻 〃
1987.2.1 10cm/h
8日/巻,横 河 ハ イブ リ ッ ド
レ コ ー ダ
宙空 ・地上観測(1)大 和田 毅 ・荻無里立人
超高層モニタ 地磁気全磁力 1986.1.24～ 1チ ャンネル 感熱記録紙 19巻 国立極地
リ ン グ (プロトン磁力計) 1987.2.1 3cm/h 研究所
20日/巻,グ ラ フテ ッ ク
マ ルチ コー ダ
VLF放 射 1986.2.1～ オ ー デ ィ オ用磁 気 テ ー プ 480巻 り
ワイ ドバンド信号 1987.1.31 %イ ンチllOOm
3.751PS,6時 間/巻
地磁気全磁力 1986.2.1～ 電算機用磁気テープ1600BPI105巻 tl
地磁気三成分 1987.1.31 2400フ ィー ト,　MELCOM
地磁気脈動,　CNA 70/25
VLF放 射 グ ラ フ ィ ッ ク ハ ー ド コ ピ ー 3400枚 〃
B5枚
12時 間/枚,5種,テ ク トロ
4631
宙空 ・地上観測 卿 菊池 崇 ・大和田 毅
マ ル チ ビー ム MBRA　 (4固定方位1986.2.3～ 計測用磁気テープ%イ ンチ 24巻 国立極地
リオ メー タ ULF,マ グネH) 1987.2.1 3600フ ィ ー ト 研究所
7チ ャ ン ネ ル,0.031PB,
TEAC　 R-950Lデ ー タレコー ダ
MBRB　 (掃 天 ビー ム1986.2.4～ 同 上 24巻 〃
ULF,　 VLF) 1987.2.1
マ ルチ ビー ム 1986.2.8～ 8チ ャンネル 感熱記録紙 17巻 〃
リ オ メー タ 1987.2.1 30cm/時
(4固 定方位,掃 天
ビ ー ム,　ULF, 20日/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ
マグネH)
マ ルチ ビー ム 1986.2.6～ 6チ ャンネル 感熱記録紙 2巻 り
リ オ メー タ 1987.2.1 2.5cm/時
(4固 定方位, 6ケ 月/巻,三 栄 レクチ グ ラ フ
ULF,マ グ ネH)
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関
クイ ッ クル ッ ク 1986.3.5.～ PC9801プ リ ン タ ハ ー ドコ ピ 7ー冊 電波研究所
(4固 定方位,掃 引 1987.1.3120分/1画 面
22方 位,　ULF・D CNAイ ベ ン トの みA4フ ァイ ル
成分)
宙空 ・オーロラ光学観測 大和田 毅
フ ォ トメー タ観 測 固定4方 位及び 1986.2.26～ 計測用磁気テープ%イ ンチ 8巻 国立極地
掃 天 フ ォ トメー タ 1986.10.5 3600フ ィ ー ト 研究所
7チ ャ ン ネ ル,0.061PS,
TEAC　 R-950L,デ ータ レコーダ
同 上 8チ ャンネル 感熱言醸乗組 3巻 〃
30cm/時
三栄レクチグラフ
1986.2.24～ 電算機用磁気テープ1600BPI 9巻 〃
1986.10.61200フ ィー トMELCOM70/25
同 上 MELCOM70/25グラフィック 250枚 〃
ハ ー ドコ ピーB5判,12時 間/枚
テ ク トロ4631
宙空 ・オーロラ光学観測 大和田 毅
オ ー ロ ラ テ レビ 全天オーロラ画像 1986.3.6～ ビデ オ カセ ッ ト　VHSI20分 用126巻 国立極地
カ メ ラ(SIT管) 1986.10.4標準速,全 天テレビカメラ 研究所
宙空 ・電離層研究観測 菊池 崇 ・鈴木 晃
VHFド ップ ラ ー 50MHz　 電波 1986.L29～ 電算機用磁気テープ, 104巻 電波研究所
レー ダ オーロラ強度及び 1986.12.19MELCOM70/25,1600BPI
ドップ ラ ー 2400フ ィ ー ト
ス ペ ク トラ ー
50MHz流 星 エ コ 1ー986.1.30～ 同 上 13巻 〃
強度及び ドップラー
ス ペ ク トラム
50MHz,112MHz1986.2.1～ 感熱記録紙6cm/時 3巻 〃
電 波 オー ロ ラエ コー 1987.1.31三栄測器6チ ャンネル
強度 レク チ グ ラ フ
短波 レーダ 反 射 高 度,エ コ ー強 1986.2.1～ 記録紙120mm/時 57巻 〃
度,カ メ ラ,マ グ ネ 1987.1.17ハ イ ブ リ ッ ドレコ ー ダ
H
反 射 高 度,エ コ ー 1986.9.19～ 5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク, 6枚 〃
強度 1987.1.14シ リア ル フ ァイ ルPC9801
パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ
宙空・人工衛星受信 荻無里立人
EXOS-C衛 星 PCMテ レー メー タ 1986.2.1～ 電算機用磁気テープ,2400 10巻 国立極地
時刻信号 1987.1.21フ ィー ト,　HITAC　 E-600 研究所
ミニ コ ン
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同 上 計 測 用磁 気 テ ー プ,%イ ンチ
3600フ ィー ト,TEACR-510
テ ー プ レ コー ダ
17巻
受 信 ロ グ ノー ト 同 上 B4版 横長ファイル 1冊
PIス テ ー タス
HKデ ー タ
同 上 LP用 紙,A3版 横 長 フ ァイ ル
HITAC　 E-600ミ ニ コ ン
3冊





計 測 用磁 気 テ ー プ,%イ ンチ,
3600フ ィー ト,151PS,
ハ ネ ウェ ル101デ ー タ レ コー ダ
3巻
受 信 ロ グ ノー ト 同 上 B4版 横長ファイル 1冊




計 測 用磁 気 テ ー プ,%イ ンチ,
9600フ ィー ト,DR記 録,
601PS,ハ ネ ウェ ル101
デ ー タ レ コー ダ
30巻
地球撮影画像 同 上 ドライ シル バ ー紙,A3版 縦 長
フ ァイ ル,M3レ ーザ ー
フ ァ ッ クス
11冊
受 信 ロ グ ノー ト 同 上 B4版 横長ファイル 1冊
雪氷 ・地学 西尾文彦,大 前宏和,森 一彦,浦 廓清蜂
測 量 トラ バ ー ス 測量














JMR 位置,高 度 1986.1.30～
1987.2.7
カ セ ッ トテ ー プ 92巻
同 上 野 帳 1冊
浅層掘削 コ ア リス ト 1986.10.20～
1987.2.4
野 帳 2冊
氷厚測定 ア イ ス レー ダ
Aス コ ー プ及 び航 法
デ ー タ(デ ィジ タ ル)
1986.1.14～
12.6
磁 気 テ ー プ カ ー トリ ッジ 45巻
Aス コープモニタ画 像 同 上 8%ビ デ オ カ セ ッ ト 40巻







カ セ ッ トテ ー プ 12巻 電波研究所
観測メモ 同 上 野 帳 2冊
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関
イ ンパ ル ス レー ダ
Aス コ ー プ
1986.9.25～
9.30
カ セ ッ トテ ー プ 7巻 国立極地
研究所




積雪表面形態 積雪表面の撮影 同 上 35脇 白黒 フ ィル ム 35本
雪氷 ・地学 西尾 文彦 ・大前 宏和
氷厚測定
'








Aス コー プ 同 上 ポ ロ ラ イ ド写 真,ア ル バ ム
フ ァイ ル
10冊
Aス コー プ 1986.5～
1986.7
CT-300デ ィジ タル カ セ ッ ト
テ ー プ
5巻
Aス コー プ 同 上 5"フ ロ ッ ピ ー デ ス ク 2枚
Zス コー プ 1986.3～
1986.4
35%ネ オ パ ンSSフ ィ ルム 20本





表面積雪 イ ンパ ル ス レー ダ
Aス コー プ
1986.11 ポロライド写真 40枚
検 層 孔 径 1986.1.4～
5.7
チャー ト紙,理 化電機R302V 4巻 国立極地
研究所
同 上 チ ャー ト紙,ジ オ ロ ー ガ ー 2巻
温 度 同 上 チャー ト紙,理 化電機R302V 1巻
傾斜計 同 上 記録,記 載簿A4紙 10枚
みずほ基地定常
気象
気 圧,気 温,日 射 1986.1.1～
10.12
記録紙,打 点式記録計 10巻
風向,風 速 同 上 記録紙 10巻
天気,視 程等 同 上 A4フ ァ イ ル 3冊
気象記録 同 上 3.5"マ イ ク ロ フ ロ ッ ピ ー
.
デ ィ ス ク
10枚
雪温測定 表面雪温分布 同 上 野 帳A5版 1冊
積 雪 量 雪尺測定値 同 上 A4フ ァ イ ル 1冊
野 帳 1冊
3.5"マ イ ク ロ フ ロ ッ ピ ー
デ ィ ス ク
3枚
無人気象 風向,風 速,気 温 1986.4～
1986.10
CT-300デ ジ タル カ セ ッ トテ ー プ2巻





雪氷 ・地学 赤外分光観測 深堀 正志
赤外分光観測 太陽スペクトル 1986.2.27～
12.11





観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関
大気中のCO、濃度 CO,濃 度 1986.2.1～ VKP36打 点レコーダ記録紙 12巻
測定 1987.1.31AD5312マ ルチ ロ ギ ン グ メ ー タ36冊
プリンタ用紙
MT-2GPカ セ ッ トテ ー プ 40巻
生物 ・医学 内藤 靖彦 ・佐藤 安弘
バ イ オマ ス 水中テレビ 1986.4～ VHSビ デ オ テ ー プ 9巻 国立極地
1986.7 研究所
動物行動記録 1986.11～ マ イ ク ロ デ ー タ レコ ー ダ 4巻
1986.12
環境モニタリング 動物センサス 1986.4～ 長 尺 フ イル ム,35mm 11巻
1987.1 200フ ィ ー ト
動物センサス他 1986.9～ エ ク タ ク ロ ー ム フ ィ ル ム,35mm 20本
1986.12
生物 ・医学 井上 正鉄
地 衣 類 群落調査記録 1986.12.17～植生調査票(B5版) 183枚1秋 田大学
1987.1.14
積雪調査記録 1986.7.29～ ビデ オ テ ー プ(ベ ー タ) 5巻
1987.1.8
地衣類 ・地形写真 1985.12.26～ フ ィ ル ム(コ ダ カ ラ ー35mm, 100本 秋田大学
1987.2.2 リバ ー サ ル)
永久方形区資料 1986.12.30～ フ イ ル ム(コ ダ カ ラ ー35mm, 23地点国立極地
1987.1.14 ネガ) 研究所
植生調査票,他
微気象観測記録 1986.11.21マ イ ク ロ ケ セ ッ トテ ー プ 7巻
1987.1.14
生物 ・医学 河合 勇一
深部体温及び長時 深部体温及び長時間 1985.11.18～ カ セ ッ ト磁 気 テ ー プ 10巻














観 測 項 目1試 料 名1採 取期間 採 取 場 所1試 料の形態 数 量1保 管機関
雪氷 ・地学 西尾 文彦 ・長田 和雄
























氷 柱 中 ダ ンボ ー
ル詰
18梱















瓶 ダ ンボ ー ル 詰
5梱
飛雪の微量成分 飛雪サンプル 同 上 同 上 250,500.1000
ccサ ン プ ル 瓶,




みずほ基地 ダ ンボ ー ル 詰 1梱
積雪ブロック 1987.2.3 あすか基地 同 上 3梱




















降雪の微量分析 降雪サンプル 1986.7 昭和基地 同 上 1梱
積雪中の微量成分
の垂直分布
ピ ッ トサ ンプ ル 1987.2.3 RY257 同 上 5梱
火山灰抽出積雪 積雪ブロック 1986.8.7 S25 同 上 5梱
氷河底部氷 氷河底汚れ氷 1986.7.10ハムナ氷爆 同 上 3梱
海氷構造 海氷コア 1986.7～
1986.9






氷中の隈鉄 阻 鉄 1987.1.4やまとC群 西方 同 上 1梱




















バ ル クサ ンプ ル
フ ィ ル ター
10個





環境棟 550m乏 ガ ラ ス フ ラ










550m乏 ガ ラ ス フ ラ









500m乏 ガ ラ ス フ ラ
ス コ に加 圧 採 集
24 米国海洋
大気局
大 気 中ハロー カー ボン
























カル シ ウ ム被 膜
電顕 メ ッ シ ュ
8
ブ イ ル タ ー 6
生物 ・医学 内藤 靖彦 ・佐藤 安弘




北ノ浦 ア ル コー ル標 本
(250ccポ リ ビ ン)
8本 国立極地
研究所
テ トラサ イ ク リ ン グ




北ノ浦 冷 凍標 本
(250ccポ リ ビ ン)
6本
生物 ・医学 井上 正鉄




紙 ・布袋 735kg 秋田大学
雪サンプル 1986.12.2
1986.12.5
ラングホブデ ビニ ー ル袋 84kg




1987.1.28東オングル ビニール袋,冷 凍 22kg 島根大学



















2.地 質図作成 国立極地研 究所 ポ ッ ンネ ー セ地 域 の25,000分 の1の 地 質図 を作 成 した。
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V大 学院教育に対する協力
研 究 分 野 氏 名 所 属 研究項目
超高層物理学
岡 村 宏 電気通信大学大学院電気通信学研究科
極域超高層物理学
笹 原 敏 也 山形大学大学院理学研究科
池 田 修 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科
鈴 木 裕 武 立教大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
清 水 正 修 電気通信大学大学院電気通信学研究科
極地気象学長 田 和 雄 名古屋大学大学院理学研究科
江 角 研 二 東北大学大学院理学研究科
地 学
村 上 克 美 東海大学大学院理学研究科
南極固体地球物理学
池 上 吉 広 神戸大学大学院理学研究科
生 物 学
山 田 智 北海道大学大学院水産学研究科
南極海洋生態学
沼 波 秀 樹 東京水産大学大学院水産学研究科
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図 書 ・刊 行 物
1.図
?
(1)図 書 室 の 概 要
当 図 書 室 は,極 地 関 係 の 文 献 セ ン ター と して,南 極 ・北 極 に関 す る 文 献 の 収 集 に力 をそ そい でい る。 また,研 究 ・
教 育 機 関 の 図 書 室 と して,極 地 観 測 に関 連 す る 自然 科 学 全 般,た と えば 超 高 層 物 理,気 象,地 球物 理,雪 氷,地 学,
海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学 、 陽 石 、 デ ー タ解 析 な ど に関 す る文 献 ・資 料 の 収 集,整 理,充 実 に も
つ とめ て い る。 昭 和 基 地,あ す か観 測 拠 点 の図 書 につ い て も,図 書 室 で 収 集,管 理 を して い る。 過 去5年 間 の 年 度
別蔵 書 数 お よび増 加 冊 数 を(2)に,年 度 別 所 蔵 雑 誌 タ イ トル数 を 。(3)に示 す 。
当研 究 所 の刊 行 物 の うち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series
A,B,C,D,E,F,G,SpecialIssue(不定 期),　Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmos-
phere　 Phy・i・ ・,　P・1・・　M・t・…　 1・gy　 and　 Gl・ ・i・1・gy,　A・tarcti・ 　G・ ・sci・nces,　 A・tarcti・ 　M・t…　 ites,
Polar　 Biologyの5シ リー ズ を各 年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　Antarctic　 Geological　 Map　 Se
ries　 (不 定 期),　Specail　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定期),Catalog(不 定
期)の 編 集 ・出版 業 務 を図 書 室 で 行 っ てい る。 過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よび 頁 数 を(4)に,昭 和62年 度 の 刊 行
物 を2に 示 す 。
(2)年 度別蔵書数および増加冊数
()内 は増加冊数
















































































(3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数













計 1,655 1,763 1,867 2,013 2,093
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(4)年 度別出版冊数および頁数
58年度 59年度 60年度 61年度 62年度
冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊数(真 数)





JARE　 Data　 Reports 11(947)12(1,179)11(837)9(848) 10(866)
Catalog 2(484)
Antarctic　 Geological 2(21) 2(35) 2(40) 2(28) 1(19)
Map　 Series
Special　 Map　 Series　 NIPR1(63) 1 1(21)
Antarctic　 Meteorite 1(33)
Distribution　 Map
出 版 リ ス ト 1(6)
学 術 雑 誌 目 録 1(69)
計 24(2,750)26(3,001)23(2,716)23(2β62) 23(3,134)
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 2  . ff5c-LfifrTf1.14-7-Itt 
           Vol. 31, No.2 (July 1987, p.93-162) 
           Vol. 31, No.3 (November 1987, p.163-237) 
           Vol. 32, No.1 (March 1988, p.1-101) 
Memoirs of National Institute of Polar Research 
 Ser. E (Biology and Medical  Science), No.38: Pelagic shrimps (Crustacea: Decapoda) from the 
   Southern Ocean between 150' E and 115' E, by Iwasaki and Nemoto.40p. August 1987. 
 Special Issue, No.48: Proceedings of the Nagata Symposium on Geomagnetically Conjugate 
   Studies and the workshop on Antarctic Middle and Upper Atmosphere Physics, ed. by N. 
   Sato. 325p. August 1987.
Proceedings of the NIPR Symposium 
 proceedings of the NIPR Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, No.1,  161p. Septem-
 ber 1987. 
 Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Geosciences, No.1 203p. September 1987. 
 Proceedings of the NIPR Symposium on Polar Biology, No.1, 265p. December 1987. 
 Proceedings of the NIPR Symposium on Upper Armosphere Physics, No.1, 205p. February 1988. 
 Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Meteorites No.1,  320p. March 1988.
JARE Data Reports 
 No. 127 (Oceanography  8): Oceanographic data of the 27th Japanese Antarctic Research 
   Expedition from November 1985 to April 1986, by Iwanaga and Tohju. 56p. July 1987. 
 No.128 (Upper Atmosphere Physics  5): Upper atmosphere physics data, Syowa Station, 1985, 
   by Yamagishi et al. 272p. July 1987. 
 No.129 (Glaciology  15): Glaciological research program in East in Queen Maud Land, East 
   Antarctica, Part 6, Advance Camp, 1985, by Kikuchi and Ageta.  104p. September 1987. 
 No.130 (Meteorology  30): Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1986,  byO 
   hmae et al.  77p. December 1987. 
 No.131 (Seismology  21): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1986, by Kami 
   numa K. 112p. February 1988. 
 NO.132 (Earth Science  4): Gravity survey in the Mizuho Plateau by Nagao and Kaminum 
 a. 32p. March 1988. 
 No. 133 (Ionosphere  37): Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica 
   in 1986, by Maeno and Suzuki. 96p. March 1988. 
 No.134 (Ionospnere  38): Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1986, by 
   Igarashi et al. 59p. March 1988. 
 No.135 (Marine Biology  11): Report on the phytoplankton pigment concentrations, Zooplankton 
   and benthos sampling during the JARE-27 cruise, Novenber 1985-April 1986, by Hattori and 
   Fukuchi. 28p. Marjch 1988. 
 No.136 (Marine Biology  12): Continuous recording of chlorophyll a with a moored buoy system 
   in Breid Bay, Antarctica. December 1985-February 1986, Fukuchi and Hattori.  30p. March 
   1988.
 -  104  -
Catalog
　 Catalog　 of　 moss　 specimens　 of　 Antarctic　 and　 the　 adjacent　 regions,　 comp.　 by　 Kanda,　 H.　 186p.
1987.
　 Photographic　 Catalog　 of　 the　 Antarctic　 Mereorites,　 Comp.　 by　 Yanai　 and　 Kojima.　 298p.　 1987.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 Sheet　 30:　 Southern　 Yamato　 Mountains　 (Massif　 A　 and　 JARE-IV　 Nunataks),　 1/2500　 with　 e
　 　 splanatory　 text,　 by　 Asami　 er　 a1.　 llp.　 with　 8p1,　 March　 1988.










浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 木 下 是 雄 学習院大学名誉教授
天 野 慶 之 東京水産大学名誉教授 木 下 誠 一 北海道大学低温科学研究所教授
有 江 幹 男 北海道大学長 古 在 由 秀 東京大学東京天文台長
梅 樟 忠 夫 国立民族学博物館長 斎 藤 成 文 東京大学名誉教授
江 橋 節 郎 岡崎国立共同研究機構生理学研 澤 田 龍 吉 九州大学名誉教授
究所長 永 田 武 国立極地研究所名誉教授
大 塚 喬 清 放送大学学園理事 西 川 哲 治 高エネルギー物理学研究所長
小 田 稔 宇宙科学研究所長 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授
香 月 秀 雄 放送大学長 諸 澤 正 道 国立科学博物館長
加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 山 本 草 二 東北大学法学部教授





















内 田 祥 哉 明治大学工学部教授 中 瀬 明 男 東京工業大学工学部教授
大 家 寛 東北大学理学部教授 中 西 哲 神戸大学教育学部教授
、
大 林 辰 蔵 宇宙科学研究所太陽系プラズマ 根 本 敬 久 東京大学海洋研究所長
研究系研究主幹 蜂須賀 弘 久 京都教育大学教授
加 藤 進 京都大学超高層電波研究センタ 藤 原 健 蔵 広島大学文学部教授
一 長 若 濱 五 郎 北海道大学低温科学研究所教授
北 野 康 椙山女学園大学教授 星 合 孝 男 国立極地研究所企画調整官
甲 藤 好 郎 日本大学理工学部教授 平 澤 威 男 国立極地研究所研究主幹
木 崎 甲子郎 琉球大学理学部長 川 口 貞 男 国立極地研究所資料主幹
高 木 章 雄 東北大学理学部付属地震予知観 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授
測 セ ン ター長 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授


































(6)極 地観測隊 員健康判 定委 員会
所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す
る事項について調査審議を行う。






⑩ 南極海洋 生物資源特別委 員会
所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

































(1)外 国 出 張
川 口 貞 男 教 授
渡 邉 興 亜 教 授
62.4.25～5.9
藤 井 理 行 助 教 授
62.4.25～7.4
吉 田 栄 夫 教 授
62.5.1～5.23
藤 井 良 一 助 手
62.5.19～63.5.19
福 地 光 男 助 教 授
62.5.31～6.18
松 田 達 郎 所 長
62.6.6～6.14
江 尻 全 機 教 授
山岸 久 雄 助 手
62.7.29～9.2
小 野 高 幸 助 手
62.8.15～10.2
平 澤 威 男 教 授
62.8.8～8.17
神 沼 克 伊 教 授
62.8.8～8.18
吉 田 栄 夫 教 授
62.8.21～9.2
星 合 孝 男 教 授
内藤 靖 彦 教 授
62.9.11～9.19
神 沢 博 助 手
62.9.20～11.18
松 田 達 郎 所 長
62.10.2～10.18
内藤 靖 彦 教 授
62.10.24～11.8
佐 藤 夏 雄 助 教 授
飯 嶋 裕 一 事 務 官
ノルウェー,デ ンマーク 北極圏における氷床コアによる比較氷河観測
同 上







ノルウェー,デ ンマーク,ア イスランド グリーランド・アイスランド・スピッツベ
ルゲン地域における極域電磁現象の特性研究
アイスランド 同 上










渡 邉 興 亜
矢 内 桂 三
和 田 誠
青 木 周 司
神 田 啓 史
大 谷 修 司
大塚 英 明
62.ll.14～1
小 野 高 幸
62.12.30～63
内 藤 靖 彦
福 地 光 男
63.1.6～1
吉 田 栄 夫
63.1.16～2
西 尾 文 彦
63.2.11～2
川 口 勝
鈴 木 由 喜 男
63.3.18～3
川 口 貞 男












































海 外 研 修 旅 行
博 助 手
5.14～5.25
桂 三 助 教 授
7.13～8.3














オース トラリア ・ニュージーランド 氷の動力学に関するシンポジウム出席







連合王国 第5回 南極地球科学シンポジウム出席及び岩石,限 石の磁気学的研究
カナダ・アメリカ合衆国 第19回 国際測地学 ・地球物理学連合総会及び第6回 大気,
海洋の波及び安全性 に関する会議出席











桂 三 助 教授
8.26～8.29
光 男 助 教授
10.12～10.18









4月13日 　　 Dr.　 LEITCH,E.　 (シ ドニ ー 大 学 上 級講 師)
5月14日 ～18日 　　 Dr.　 BHALLA,　 S.　(イ ン ドア リ ガル ・モ ス リム 大 学教 授)
5月29日 ～6月1日 　　 Dr.　 LINDNER,　 L.　 (オ ラ ン ダ原 子 物 理研 究 所 主 任研 究 員)
6月2日 　　　 　 Dr.　 HARKANTRA,　S (イ ン ドゴ ア海 洋研 究 所研 究 員)
6月8日 ～10日 第12回 南 極 陽 石 シ ン ポ ジ ウ ム出 席 者
Dr.　 ARNOLD,　 J.　 (カ ル フ ォル ニ ア大 学 サ ンデ エ ゴ校 教 授)
Dr.　 EUGSTER,　 O.　 (ベ ル ン大 学理 学 部 講 師)
Dr.　 PRINZ,　 M.　 (ア メ リカ 自然 史 博 物 館 研 究 員)
Dr.　 KALLEMEYN,G.　(カ ル フ ォ ル ニ ア大 学 ロサ ンゼ ル ス校 研 究 員)
Dr.　 KOEBERL,C.　 (ウ ィー ン大 学 化 学 部 研 究 員)
Dr.　 ANNEXSTAD.J.　(ベ ミジ州 立 大 学 理 学 部 准 教 授)
Dr.　 DANON,J.　 (ブ ラ ジ ル 国立 観 測 所 長)
Dr.　 BEUKENS,　 D.　 (ト ロ ン ト大 学 放 射 線 セ ン ター助 教 授)







Dr.　 NISHIYAMA,　 T　 (ア ラ ス カ大 学 海 洋 研 究 所 准教 授)
梁 礎 堅(Mr.　 Ling　 Chujian,中 国測 量 局 地球 物 理 研 究 所 研 究 員)
播 顯 章(Mr.　 Pan　 Xianzhang,同)
張 賢林(Mr.Zhang　 Xianlin,同)
Dr.　 BHALLA,　 S　 (イ ン ドア リガ ル ・モ ス リム大 学 教 授)
朴 柄 権 　(Dr.　 Park　 Byongwon.韓 国 科学 技 術 院 海 洋研 究 所 先 任 研 究員)
石 奉 出(Mr.　 Suk　 Bongcheo1.同 研 究 員)
モ ン タナ 鉱 物 工 科 大 学 資 源調 査 団
Dr.　 BERG,　 R.　 (教授)
Dr.　 SONDEREGGER,　J.　 (教授)
Dr.　 VOLBORTH,　 A.　 (教授)
Dr.　 SCHOLES,　 M.　 (准 教授)
Dr.　 DERKEY,　 R.　 (准 教授)
Dr.　 ZELHEN,　 L.　 (鉱 物 博 物 館 副 館 長)
Mr.　 THOMSON,　 R.　 (ニ ュー ジ ラ ン ド南 極 局 長)
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8月20日 　 　 　 　 Mr.　 BEHREND,　 D.　 (ア ラ ス カ大 学 副 学 長)
8月26日 　 　 　 　 Dr.　 BAKER,　 M.　 (国際 学 術 連 合事 務 局長)
8月28日 　 　 　 　 Dr.　 MORY,　 M.　 (仏 ドメ ンヌ大 学 グル ノー ブ ル 力学 大 学 研 究所 教 授)
8月29日 ～9月6日 　 Dr.　 LEBOEUF,　 B.　 (カ ル フ ォル ニ ア大 学 サ ン タ クル ス校 海 洋研 究 所 教 授)
9月1日 ～9月10日 日中低 温 実験 室 共 同研 究
董 兆 乾(Mr.　 Dong　 Zhaoqing,中 国極 地研 究 所 長)
萢 潤卿(Mr.　 Fang　 Runging,同 研 究 員)
揚 錨(Ms.　 Yan　 Jin.華 東 建 設 設計 研 究 所研 究 員)
胡 精発(Mr.　 Hu　 Jingfa,同)
項 弓朋中(Mr.　 Xiang　 Pengzhong,同)


























Dr.　 UBEROL,　 C　 (イ ン ド科 学 研 究 所 教授)
呂 位 秀(Mr.　 Lu　 Weixiu.中 国 科 学 院 大 気 物 理研 究 所 研 究 員)
Dr.　 BEHRENDT,　 J.　(米 国 地 質 調 査 所 主 任 研 究 員)
Dr.　 CHIAN,　 A.　 (ブ ラ ジ ル宇 宙 科 学研 究 所 研 究 員)
Dr.　 SPILHAUS　 Jr.　A.　 (米 国 地 球 物 理 事 務 局 長)
Dr.　 BOWMAN,　 J.　(英 国 自然 環 境 研 究 会 議 総 局 長)
Dr.　 JONES,　 D.　 (英 国 南 極 調 査 所 研 究 員)
Mr.　 FERNHOLM,　 B.　 (ス トッ ク ホ ル ム 自然 史 博 物 館 教授)
Mr.　 RUDBAECK,　 G.　 (ス エ ー デ ン極 地 研 究 事 務 局 副 局 長)
Dr.　 KAITALA,　 S.　(フ ィ ン ラ ン ド大 学 生 物 学 科 教 授)
Dr.　 MOLCHANOV,　O.　 (ソ 連 科 学 ア カ デ ミー地 球 物 理 学 研 究 所 教授,　VLF部 長)
Dr.CARTER,　 W.　 (米 国 国 立 大 気 海 洋 局 測 地 学 研 究 所 研 究 員)
第29次 南 極 地 域 観 測 隊 同行 交 換 科 学 者
曲紹 厚(Mr.　 Qu　 Shaohou,中 国科 学 院 大 気 物 理 研 究 所 研 究 員)
張 文 敬(Mr.　 Zhang　 Wenking,中 国科 学 院 蘭 州 氷 河 凍 土 研 究 所 研 究 員)
Dr.　 AKASOFU,　 S.　 (ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 学 研 究 所 長)
Dr.　 ULYANOV,　 A.　 (ソ連 科 学 ア カ デ ミー地 球 化 学 研 究 所 研 究 員)
第10回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム 出席 者
Dr.　 FRIEDMAN,　 E.　 (フ ロ リ ダ州 立 大 学 生 物 学 科 教 授)
Dr.　 BOLTER,　 M(キ ー ル大 学 極 地 生 態 学 研 究 所 研 究 員,
Dr.　 DIBBLE,　 R.　 (ウ ェ リ ン トン ・ビ ク トリア大 学 助 教 授)
Mr.　 JAYATILAKE,　 S.　 (ス リ ラ ンカ 科学 工業 研 究 所 研 究 員)
Dr.　 TROITSKIY,　 P.　 (ソ連 科 学 ア カデ ミー 地球 物 理研 究所 上級 研 究 員)
Dr.　 MONTAGUE,　 T　 (モ ナ シ ュ大 学 助 手)
Mr.　 STENROOS,　 S.　(ヘ ル シ ン キ大 学 助 手)
Dr.　 MENG,　 C.　 (ジ ョンズ ホ プ キ ン ス大 学 応 用 物 理研 究 所 主 任研 究 員,第11回 極 域 に お け る
電 磁 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム出 席
Dr.　 OHAKE,　 T.　 (ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所 名 誉 教授)
Mr.　 JAYATILAKE,　 S.　(ス リラ ン カ科 学 工 業 研 究 所 研 究 員)
Dr.　 McROY,　 P.　 (ア ラ ス カ大 学 海 洋 研 究 所 教 授)




















教 授(客 員)超 高層物理学
助 教 授(客 員)超 高層物理学
(気水圏遠隔観測研究部門)
教 授(客 員)雪 氷学
助 教 授(客 員)気 象学
(雪氷学研究部門)
教 授 雪氷学





助 教 授 地震学
助 教 授 地質学
助 手 自然地理学
(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)
教 授(客 員)地 球物理学
助 教 授(客 員)地 質学
(明石研究部門)
教 授(客 員)同 位体物理学
助 教 授(客 員)限 石学
(生理生態学研究部門)
助 教 授 低温生理学


























教 授(客 員)植 物分類学
助 教 授(客 員)海 洋生態学
(極地設営工学研究部門)
教 授(客 員)土 木工学





助 教 授 植物分類学
(非生物系資料部門)
助 教 授 雪氷物理学
助 手 岩石磁気学
(オーロラ資料部門)
助 教 授 磁気圏物理学
(阻石資料部門)
助 教 授 地質学
助 手 阻石学
(データ解析資料部門)











































































































吉 田 治 郎(前 管理部会計課用度第一係)
小 島 秀 康(前 研究系助手)
(客員)高 岡 宣 雄(山 形大学教授)
湯 本 清 次(前 管理部会計課長)
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